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パブリックコメント

Ｂ－１グランプリに出展しました

中学生が野球を通じて交流

16

17

14功績を讃えて

決算からみる名寄のすがた

名寄市職員を募集します

知っていますか？自治基本条例

今月のみどころ 
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名
寄
市
文
化
賞
条
例
に
基
づ
き
名
寄
市
の
文
化(

芸
術
・
科
学
・
産
業
・
体
育
・
福
祉)

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
「
文
化
賞
」
と
、
名
寄
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、

市
勢
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
「
功
労
表
彰
」
の
今
年
度
受
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。
表
彰
式
は
11
月
３
日
の
「
文
化
の
日
」
に
行
い
ま
す
。

(72歳)

　

昭
和
58
年
に
名
寄
商
工
会
議
所
の
議
員

に
就
任
し
て
以
来
、
平
成
７
年
に
は
副
会

頭
、
平
成
10
年
か
ら
は
会
頭
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
商
工
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
会
頭
に
就
任
し
て
か
ら
は
名
寄

商
工
会
議
所
の
財
政
基
盤
が
脆
弱
と
し
て

財
政
再
建
を
図
り
、
ま
た
、
郊
外
へ
の
大

型
店
進
出
が
続
く
な
か
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、
タ
ウ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
構
想
策
定
委
員
会
の
会
長

と
し
て
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
構
想
を
策

定
し
活
性
化
事
業
の
企
画
・
立
案
・
調
整

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
駅
横

整
備
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
際
に
は
、
商

工
会
館
の
駅
横
へ
の
移
転
を
検
討
し
駅
前

交
流
プ
ラ
ザ
「
よ
ろ
ー
な
」
へ
事
務
所
移

転
を
果
た
す
な
ど
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
15
年
２
月
に
行
わ
れ
た
第

58
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
「
な

よ
ろ
サ
ン
ピ
ラ
ー
国
体
」
開
催
に
あ
た
り
、

支
援
組
織
で
あ
る
国
体
協
賛
会
（
な
よ
ろ

サ
ン
ピ
ラ
ー
国
体
を
成
功
さ
せ
る
会
）
を

設
立
し
、
同
会
の
会
長
と
し
て
歓
迎
体
制

を
万
全
に
す
る
と
と
も
に
無
料
接
待
所
を

開
設
し
て
選
手
や
観
客
に
対
す
る
お
も
て

な
し
を
行
い
、
国
体
を
成
功
に
導
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
名
寄
地
方
自
衛
隊
協
力

会
副
会
長
、
名
寄
市
自
衛
隊
後
援
会
会
長
、

自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
議
会
会
長
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、
特
に
、
平
成

15
年
の
イ
ラ
ク
派
遣
の
際
に
は
い
ち
早
く

「
名
寄
駐
屯
地
隊
区
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊

員
留
守
家
族
支
援
本
部
」
事
務
局
を
名
寄

商
工
会
議
所
内
に
設
置
し
、
留
守
家
族
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
10
年

１
月
よ
り
名
寄
警
察
官
友
の
会
会
長
と
し

て
、
平
成
12
年
４
月
よ
り
名
寄
地
区
暴
力

追
放
推
進
協
議
会
会
長
と
し
て
警
察
署
に

対
す
る
支
援
並
び
に
市
民
に
対
し
暴
力
追

放
運
動
啓
発
を
行
う
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
郊
外
へ
の
大
型
店
進

出
の
問
題
や
デ
フ
レ
が
始
ま
る
な
ど
激
し

い
経
済
変
動
の
な
か
で
、
本
市
の
商
工
業

の
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
た
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
受
賞
に
至
り
ま

し
た
。

みどころ

功
績
を

　
　
讃
え
て

功
績
を

　
　
讃
え
て文化賞 産業部門(商工業振興)

木賀 一彦さん

▲10月15日受賞決定時の木賀さん
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髙
儀　

日
出
男
さ
ん　

（
61
歳
）

　

風
連
消
防
団
員
（
風
連
消
防
団
第
１
分
団

　

部
長
）
昭
和
59
年
４
月
～
現
在

髙
橋　

彰
さ
ん　
　
　

（
56
歳
）

　

風
連
消
防
団
員
（
第
３
分
団
団
員
）
昭
和

　

59
年
６
月
～
現
在

上
手　

浩
幸
さ
ん　
　

（
51
歳
）

　

風
連
消
防
団
員
（
第
２
分
団
団
員
）
昭
和

　

59
年
４
月
～
現
在

戸
野
塚　

惠
美
子
さ
ん
（
77
歳
）

　

生
き
が
い
ホ
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員　

　

平
成
11
年
４
月
～
平
成
26
年
３
月

新
保　

利
雄
さ
ん　
　

（
78
歳
）

　

名
寄
市
民
生
委
員
児
童
委
員　

平
成
10
年

　

12
月
～
平
成
25
年
11
月
、
名
寄
市
民
生
委

　

員
児
童
委
員
風
連
地
区
協
議
会
副
会
長　

　

平
成
16
年
12
月
～
平
成
19
年
11
月
、
名
寄

　

市
民
生
委
員
児
童
委
員
風
連
地
区
協
議
会

　

会
長　

平
成
19
年
12
月
～
平
成
25
年
11
月

新
井
田　

洋
さ
ん　
　

（
66
歳
）

　

名
寄
市
民
生
委
員
児
童
委
員　

平
成
10
年

　

12
月
～
現
在
、
名
寄
市
風
連
地
区
民
生
委

　

員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長　

平
成
19
年

　

12
月
～
平
成
25
年
11
月
、
名
寄
市
風
連
地

　

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長　

平

　

成
25
年
12
月
～
現
在

日
塔　

幸
作
さ
ん　
　

（
75
歳
）

　

名
寄
市
民
生
委
員
児
童
委
員　

平
成
10
年

　

12
月
～
平
成
25
年
11
月
、
名
寄
市
西
地
区

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
監
事　

平
成

　

19
年
12
月
～
平
成
25
年
11
月

稲
場　

由
美
子
さ
ん
（
67
歳
）

　

名
寄
市
民
生
委
員
児
童
委
員　

平
成
10
年

　

12
月
～
現
在
、
名
寄
市
南
地
区
民
生
委
員

　

児
童
委
員
協
議
会
主
任
児
童
委
員　

平
成

　

13
年
12
月
～
現
在

稲
場　

英
紀
さ
ん　

（
71
歳
）

　

名
寄
市
立
総
合
病
院
運
営
委
員　

平
成
９

　

年
７
月
～
平
成
25
年
６
月
、
名
寄
市
立
総

　

合
病
院
運
営
委
員
長　

平
成
25
年
７
月
～

　

現
在 

中
村　

洋
子
さ
ん　

（
62
歳
）

　

名
寄
市
立
総
合
病
院
運
営
委
員　

平
成
７

　

年
７
月
～
現
在

宮
本　

幸
子
さ
ん　

（
72
歳
）

　

風
連
町
保
健
推
進
委
員
協
議
会
副
会
長　

　

平
成
２
年
４
月
～
平
成
６
年
３
月
、
風
連

　

町
保
健
推
進
委
員
協
議
会
会
長　

平
成
６

　

年
４
月
～
平
成
18
年
３
月
、
名
寄
市
保
健

　

推
進
委
員
協
議
会
副
会
長　

平
成
18
年
４

　

月
～
現
在

水
間　

博
文
さ
ん　

（
59
歳
）

　

農
業
委
員　

平
成
14
年
７
月
～
現
在

樫
山　

司
さ
ん　
　

（
59
歳
）

　

農
業
委
員　

平
成
14
年
７
月
～
現
在

谷
島　

智
仙
さ
ん　

（
54
歳
）

　

農
業
委
員　

平
成
14
年
７
月
～
現
在

平
間　

富
雄
さ
ん　

（
64
歳
）

　

な
よ
ろ
農
業
協
同
組
合
非
常
勤
理
事　

平

　

成
11
年
３
月
～
平
成
17
年
１
月
、
道
北
な

　

よ
ろ
農
業
協
同
組
合
非
常
勤
理
事　

平
成

　

17
年
２
月
～
現
在　

種
田　
　

雄
さ
ん　

（
63
歳
）

　

風
連
農
業
協
同
組
合
非
常
勤
理
事　

平
成

　

８
年
３
月
～
平
成
17
年
１
月
、
道
北
な
よ

　

ろ
農
業
協
同
組
合
非
常
勤
理
事　

平
成
17

　

年
２
月
～
平
成
18
年
３
月
、
道
北
な
よ
ろ

　

農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
専
務　

平
成
18

　

年
４
月
～
現
在

佐
々
木　

昭
二
さ
ん
（
62
歳
）

　

風
連
農
業
協
同
組
合
非
常
勤
理
事　

平
成

　

11
年
３
月
～
平
成
17
年
１
月
、
道
北
な
よ

　

ろ
農
業
協
同
組
合
非
常
勤
理
事　

平
成
17

　

年
２
月
～
現
在

山
崎　

清
士
さ
ん　

（
69
歳
）

　

風
連
商
工
会
理
事　

昭
和
59
年
５
月
～
昭

　

和
60
年
５
月
、
平
成
２
年
５
月
～
平
成
３

　

年
５
月
、
平
成
８
年
５
月
～
平
成
17
年
５

　

月
、
風
連
商
工
会
監
事　

平
成
18
年
５
月
～

　

現
在

石
垣　

政
治
さ
ん　

（
67
歳
）

　

風
連
商
工
会
理
事　

昭
和
62
年
５
月
～
平

　

成
20
年
５
月

故　

安
澤　

正
さ
ん
（
66
歳
）

　

風
連
商
工
会
理
事　

平
成
８
年
５
月
～
平

　

成
11
年
５
月
、
風
連
商
工
会
副
会
長　

平

　

成
12
年
５
月
～
平
成
23
年
５
月

中
舘　

克

さ
ん　

（
62
歳
）

　

風
連
商
工
会
理
事　

平
成
２
年
５
月
～
平

成
３
年
５
月
、
風
連
商
工
会
理
事　

平
成

11
年
５
月
～
平
成
20
年
５
月
、
風
連
商
工

会
監
事　

平
成
21
年
５
月
～
現
在

松
下　

一
也
さ
ん　

（
57
歳
）

　

風
連
商
工
会
理
事　

平
成
６
年
５
月
～
現
在

楢
山　

秀
明
さ
ん　

（
63
歳
）

　

名
寄
商
工
会
議
所
議
員　

平
成
11
年
４
月
～

　

平
成
22
年
10
月
、
名
寄
商
工
会
議
所
常
議

　

員　

平
成
22
年
11
月
～
現
在

藤
田　

健
慈
さ
ん
（
62
歳
）

　

名
寄
商
工
会
議
所
議
員　

平
成
10
年
11
月
～

　

平
成
19
年
10
月
、
名
寄
商
工
会
議
所
常
議

　

員　

平
成
19
年
11
月
～
平
成
25
年
10
月
、

　

名
寄
商
工
会
議
所
会
頭　

平
成
25
年
11
月
～

　

現
在

大
野　

茂
実
さ
ん
（
56
歳
）

　

名
寄
商
工
会
議
所
議
員　

平
成
10
年
11
月
～

　

平
成
22
年
10
月
、
名
寄
商
工
会
議
所
監
事

　

平
成
22
年
11
月
～
平
成
25
年
10
月
、
名
寄
商

　

工
会
議
所
常
議
員　

平
成
25
年
11
月
～
現
在

松
前　

衛
さ
ん　

（
55
歳
）

　

名
寄
商
工
会
議
所
議
員　

平
成
10
年
11
月
～

　

現
在

由
井　

英
彦
さ
ん
（
67
歳
）

　

道
北
技
能
士
会
に
お
い
て
長
き
に
わ
た
り

　

役
員
を
務
め
、
板
金
技
能
士
と
し
て
後
進

　

の
指
導
に
尽
力

青
木　

仁
司
さ
ん
（
64
歳
）

　

道
北
技
能
士
会
に
お
い
て
長
き
に
わ
た
り

　

役
員
を
務
め
、
塗
装
技
能
士
と
し
て
後
進

　

の
指
導
に
尽
力

藤
田　

健
慈
さ
ん
（
62
歳
）

　

名
寄
市
勤
労
者
共
済
会
理
事　

平
成
８
年

　

４
月
～
平
成
21
年
３
月
、
名
寄
市
勤
労
者

　

共
済
会
副
理
事
長　

平
成
21
年
４
月
～
平

　

成
24
年
３
月
、
名
寄
市
勤
労
者
共
済
会
理

　

事
長　

平
成
24
年
４
月
～
平
成
26
年
３
月

石
川　

孝
雄
さ
ん
（
77
歳
）

　

名
寄
・
リ
ン
ゼ
イ
姉
妹
都
市
友
好
委
員
会

　

委
員
長　

平
成
12
年
４
月
～
平
成
24
年
３

　

月
、
名
寄
・
ド
ー
リ
ン
ス
ク
友
好
委
員
会

　

副
会
長　

平
成
４
年
４
月
～
平
成
25
年
３
月

功
労
表
彰

功績を讃えて

自
治
功
労

労
働
功
労

教
育
文
化
功
労

社
会
福
祉
功
労

保
健
衛
生
功
労

産
業
経
済
功
労(

技
術
・
技
能)

産
業
経
済
功
労

 3 平成２６年１１月号 3 平成２６年１１月号



　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の

決
算
が
ま
と
ま
り
︑
平
成
26
年
第
３
回
市

議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
︒

　

今
回
の
特
集
で
は
︑
平
成
25
年
度
の
決

算
概
要
と
今
後
の
市
の
財
政
運
営
の
課
題

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
︒

　
　
　

　

決
算
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

　

あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

問
い
合
わ
せ

　
　

財
政
課
財
政
係
︵
名
寄
庁
舎
３
階
︶

　
　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　
　
　

︵
内
線
３
３
３
１
・
３
３
３
２
︶

　

下
の
図
は
平
成
25
年
度
の
各
会
計
の
歳

入
︵
１
年
間
の
収
入
︶
と
歳
出
︵
１
年
間

の
支
出
︶
の
決
算
状
況
で
す
︒

①
一
般
会
計

　

教
育
や
福
祉
な
ど
を
行
う
基
本
的
な
市

　

民
サ
ー
ビ
ス
の
会
計
︵
市
の
一
番
大
き

　

な
財
布
︶

②
特
別
会
計

　

あ
ら
か
じ
め
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
る

　

会
計
︒
特
定
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

　

供
す
る
た
め
に
︑
利
用
者
の
保
険
料
や

　

使
用
料
を
財
源
に
し
て
運
営
し
ま
す
︒

③
企
業
会
計

　

民
間
の
企
業
と
同
じ
よ
う
に
自
ら
経
営

　

を
行
っ
て
︑
そ
こ
で
得
た
財
源
か
ら
経

　

理
を
す
る
会
計
︒

市ではいろいろな事業を行なっているので、使い道をそれぞれ区
別することで、お金のやりくりがややこしくならないように工夫
しているんだよ

みどころ

209億8,385万4,000円
33億596万6,000円
1億7,524万2,000円
22億4,602万1,000円
2億5,603万3,000円

7,947万5,000円
11億2,108万9,000円

8,820万1,000円
1億877万9,000円
5,723万8,000円

1億9,103万6,000円
3億3,167万円
79億6,075万円

91億3,124万7,000円
5億8,132万7,000円

※決算の剰余金は、国民健康保険会計・介護保険会計とも全額を平成26年度に繰り越しました。これ以外の特別
会計は一般会計との調整で収支が一致しています。

※企業会計の決算額に消費税は含まれません。　※決算額は端数処理しています。

保険事業勘定
直診勘定
保険事業勘定
サービス事業勘定・名寄
サービス事業勘定・風連

214億2,230万6,000円
34億2,479万6,000円
1億7,524万2,000円

22億7,271万円
2億5,603万3,000円

7,947万5,000円
11億2,108万9,000円

8,820万1,000円
1億877万9,000円
5,723万8,000円

1億9,103万6,000円
3億3,167万円

81億626万9,000円
88億2,846万9,000円

5億7,673万円

　　　計
病院事業会計
水道事業会計

③企業
　会計

②
特
別
会
計

国
保

介 
護

①一般会計
区　分 歳入決算額（Ａ） 歳出決算額（Ｂ）

下水道事業
個別排水処理施設整備事業
簡易水道事業
公設地方卸売市場
食肉センター事業
後期高齢者医療

差引額（Ａ－Ｂ）
4億3,845万2,000円

1億1,883万円
－　　　

2,668万9,000円
－　　　
－　　　
－　　　
－　　　
－　　　
－　　　
－　　　
－　　　

1億4,551万9,000円

３
つ
の
会
計
決
算

市の会計は次のと
おり３つに分かれ
ているよ

ま
ず
は
平
成
25
年
度
の
決
算
を
み
て
み
ま
し
ょ
う

平成 25 年度

どうして会計を分ける必要があるの
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決算からみる名寄市のすがた

誕生もち助成事業市立総合病院精神科病棟

　

下
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

　

ま
ず
は
歳
入
︵
グ
ラ
フ
右
︶︒
本
市
の

歳
入
の
中
で
︑
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め

て
い
る
の
は
︑
地
方
交
付
税
︵
ど
の
地
域

に
住
む
国
民
に
も
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
て
い

る
お
金
︶
で
す
︒
つ
い
で
市
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
の
市
税
︑
国
庫
支
出
金
︑
市

の
借
金
で
あ
る
市
債
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

次
に
歳
出
︵
グ
ラ
フ
左
︶︒
補
助
費
等

︵
市
立
病
院
や
水
道
会
計
へ
の
負
担
や
︑さ

ま
ざ
ま
な
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
︶
が
最

も
多
く
︑
つ
い
で
人
件
費
︑
普
通
建
設
事

業
費
︵
道
路
や
橋
︑
公
共
施
設
の
建
設
に

使
う
お
金
︶︑
公
債
費
︵
市
の
借
金
を
返

済
す
る
お
金
︶
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

一
般
会
計
の
内
訳

Ｈ
25
年
度
の
お
も
な
事
業

11.2％11.2％

歳 入
214億
2,230万6,000円

市　税

14.4％

市　税
30億7,454万5,000円30億7,454万5,000円
14.4％

その他

市　債

 9.2％

地方交付税

42.8％

国庫支出金

 12.8％

その他
24億492万9,000円24億492万9,000円

市　債
19億7,060万円19億7,060万円

 9.2％

地方交付税
91億6,949万9,000円91億6,949万9,000円
42.8％

国庫支出金
27億3,923万2,000円27億3,923万2,000円

 12.8％道支出金
12億4,216万5,000円
5.8％

諸収入
8億2,133万6,000円
3.8％

歳 出
209億
8,385万4,000円

人件費

16.1％

人件費
33億7,973万円33億7,973万円
16.1％

補助費等

16.5％

補助費等
34億6,513万円34億6,513万円

16.5％

物件費

10.7％

物件費
22億3,767万3,000円22億3,767万3,000円

10.7％

扶助費

9.2％

扶助費
19億2,752万3,000円19億2,752万3,000円
9.2％

公債費

12.5％

公債費
26億1,382万9,000円26億1,382万9,000円
12.5％

繰出金

9.3％

繰出金
19億5,191万7,000円19億5,191万7,000円

9.3％

その他
27億3,491万4,000円
13.0％

普通建設事業費普通建設事業費
26億7,313万8,000円26億7,313万8,000円
12.7％12.7％

－ － ＝
歳入決算額歳入決算額

214 億
2,230 万 6,000 円
214 億
2,230 万 6,000 円

歳出決算額歳出決算額
209 億
8,385 万 4,000 円
209 億
8,385 万 4,000 円

次年度へ繰越次年度へ繰越

350 万円350 万円

実質収支実質収支
4 億
3,495 万 2,000 円
4 億
3,495 万 2,000 円

昨年度（平成24年度）は…
【歳入】199億2,140万円　【歳出】195億5,817万3,000円
【翌年度繰越】2,218万5,000円  【実質収支】3億4,104万2,000円

おもな市民サービ
スを行うための財
布｢一般会計｣はど
のような内訳だっ
たのかみてみよう

実際の収支はどれくらいだったの

H25年度の決算は黒字だっ
たね。でも、財政運営は健
全だったのかな︖詳しくみ
てみよう︕

黒字

収支は次のとおりに
なったよ

 5 平成２６年１１月号 5 平成２６年１１月号



交付税の推計

85億
(円)

80億

75億

H25 H26 H27 H28 H30H29 H31 H32 H3370億

H28年からH32年
にかけて徐々に減
っていきます

名
寄
市
の
抱
え
る
課
題

名
寄
市
の
財
政
は
健
全
︖

　

本
市
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
地
方
交
付

税
︵
現
在
歳
入
の
中
で
１
番
多
い
︶
は
こ

れ
か
ら
徐
々
に
減
っ
て
い
く
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
︒

　

旧
名
寄
市
と
旧
風
連
町
は
平
成
17
年
度

に
合
併
し
ま
し
た
︒
合
併
す
る
と
︑
さ
ま

ざ
ま
な
経
費
の
節
約
が
で
き
る
た
め
︑
新

し
い
市
の
地
方
交
付
税
は
旧
市
町
の
地
方

交
付
税
の
合
計
額
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
︒

　

し
か
し
︑
経
費
の
節
減
は
す
ぐ
に
で
き

る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
︑
合
併
し

て
か
ら
10
年
間
は
旧
市
町
が
あ
る
も
の
と

し
て
地
方
交
付
税
を
計
算
し
︑
合
併
に
よ

っ
て
交
付
税
が
減
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
︒

地
方
交
付
税
の
削
減

　

左
の
グ
ラ
フ
は
︑
名
寄
市
の
人
口
に
つ

い
て
の
将
来
推
計
で
す
︒

　

今
か
ら
26
年
後
の
２
０
４
０
年
︵
平
成

52
年
︶
に
は
︑
約
２
万
３
千
人
に
ま
で
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

年
齢
別
の
構
成
比
を
み
る
と
︑
さ
ら
に

少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒

少
子
高
齢
化
が
進
む
と
︑
福
祉
に
関
す
る

経
費
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
︑
稼

働
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
の
で
︑
税
収
は

落
ち
込
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
︒

将
来
人
口
の
減
少

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
態
の
健
全
性

を
表
す
指
標
と
し
て
﹁
財
政
健
全
化
判
断

比
率
﹂
が
あ
り
ま
す
︒

　

財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
４

つ
の
指
標
が
あ
り
︑
信
号
で
例
え
る
と
︑

黄
色
信
号
と
赤
信
号
の
２
つ
の
基
準
が
あ

り
ま
す
︒

　

本
市
で
は
︑
昨
年
度
に
引
き
続
き
早
期

健
全
化
基
準
︵
黄
色
信
号
︶
を
下
回
り
︑

健
全
な
水
準
に
あ
る
と
い
え
ま
す
︒

健
全
化
判
断
比
率

※「－」表示は実質赤字額がないことを表しています。
　Ｈ25年度の決算では、いずれの指標も早期
　健全化基準を下回り、安全圏にあります。

Ｈ25 年度決算の財政健全化判断比率

①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

13.01％
18.01％
25.00％
350.00％

20.00％
30.00％
35.00％

－　
－　

11.6％
49.3％

　指　標　名 名 寄 市 早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

４
つ
の
指
標

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
の
比
率

　

※
家
計
で
い
う
と
年
収
に
占
め
る
赤
字

　
　

の
割
合

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
︵
一
般
会
計
︑
特
別
会
計
︑
企

　

業
会
計
︶
の
赤
字
の
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

　

地
方
債
︵
借
金
︶
の
返
済
比
率

　

※
家
計
で
い
う
と
年
収
に
占
め
る
借
金

　
　

の
返
済
額
の
割
合

④
将
来
負
担
比
率

　

市
の
借
入
金
︵
地
方
債
︶
や
将
来
支
払

　

っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
お
金
の
割
合

　

※
家
計
で
い
う
と
負
債
残
高
が
年
収
の

　
　

何
年
分
に
な
る
か
の
割
合

　
　

Ｈ25年度の決算は青信号︕だったんだね
でもこれからはどうなるんだろう︖

実質公債費比率

将来負担比率

H21

140

120

100

80

60

40

20

0
H22 H23 H24 H25

実質公債費比率と将来負担比率の推移

119.7

85.6
69.8

59.5
49.3

13.114.816.417.9 11.6

　　国立社会保障・人口問題研究所

3万

2万

1万

0
2010年2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

65歳以上 15～64歳 0～14歳（人）

26.9％
30.1％ 31.5％ 31.9％

32.1％ 32.3％ 33.5％

26.9％

12.3％

60.8％

30.1％

12.2％

57.7％

31.5％

11.9％

56.6％

31.9％

11.5％
12.3％

12.2％ 11.9％ 11.5％

56.6％

32.1％

11.2％

56.7％

32.3％

11.2％

56.5％

33.5％

11.3％
11.2％ 11.2％ 11.3％

55.2％60.8％ 57.7％ 56.6％ 56.6％ 56.7％ 56.5％ 55.2％

H25年３月発表　名寄市の人口についての将来推計
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決算からみる名寄市のすがた

　

将
来
の
財
政
的
な
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と

し
て
貯
金
︵
基
金
︶
と
借
金
︵
公
債
費
残

高
︶
の
適
正
な
管
理
が
必
要
で
す
︒

　

下
の
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ
い
︒
本
市

の
借
金
は
減
少
傾
向
に
あ
り
︑
貯
金
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒
将
来
へ
の
備
え
を

意
識
し
た
財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
︒

　

こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
と
お
り
︑
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
福
祉
関
係
経

費
の
増
加
や
税
収
の
落
ち
込
み
︑
公
共
施

設
の
老
朽
化
問
題
︑
さ
ら
に
は
地
方
交
付

税
の
削
減
と
︑
本
市
の
財
政
的
課
題
は
ど

れ
も
容
易
に
対
応
が
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
︒

　

ま
た
︑
税
収
の
増
加
が
見
込
ま
れ
な
い

以
上
︑
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
︑
市
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
効
率
的
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

そ
の
た
め
に
は
︑
社
会
の
変
化
に
合
わ

せ
た
適
切
な
事
業
の
選
択
と
︑
事
業
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
︑
そ
の
目
的
を
明
確
に

し
て
︑
最
小
の
経
費
で
確
実
に
効
果
を
あ

げ
る
事
を
意
識
し
︑
事
業
の
手
法
を
よ
く

検
証
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
︒

　

ま
た
︑
地
方
債
や
基
金
の
残
高
を
適
正

に
管
理
し
︑
将
来
世
代
に
過
大
な
負
担
を

引
き
継
が
な
い
よ
う
︑
持
続
で
き
る
財
政

運
営
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
︑
将
来
に
わ
た
り
進

め
て
い
く
た
め
に
も
︑
効
率
的
か
つ
堅
実

な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

持
続
で
き
る

財
政
運
営
の
た
め
に

　

名
寄
市
の
財
政
の
課
題
は
︑
歳
入
の
減

少
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
歳
出
の
増
加

も
予
測
さ
れ
ま
す
︒

　

今
後
の
歳
出
が
増
大
す
る
要
因
と
し
て

公
共
施
設
の
老
朽
化
が
あ
り
ま
す
︒

　

上
の
図
の
と
お
り
︑
お
も
に
１
９
７
０

年
代
︵
昭
和
45
～
54
年
ご
ろ
︶
に
多
く
の

公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
︑
そ
れ
ら
の
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
︒

　

先
ほ
ど
み
て
き
た
と
お
り
︑
歳
入
の
減

少
が
進
む
な
か
で
︑
老
朽
化
し
た
施
設
を

今
ま
で
ど
お
り
の
姿
で
建
て
替
え
る
こ
と

は
と
て
も
困
難
で
す
︒

　

今
後
は
こ
れ
か
ら
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
て
︑
施
設
の
数
や
規
模
を
︑
将
来
負
担

で
き
る
費
用
に
見
合
う
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
︑
複
合
化
︑
長
寿

命
化
な
ど
を
検
討
し
︑
将
来
人
口
の
予
測

も
照
ら
し
合
わ
せ
た
う
え
で
︑
必
要
な
機

能
は
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

公
共
施
設
の
老
朽
化

貯
金
と
借
金

公共施設の経過年数の状況

児童センター
市役所（名寄庁舎）
図書館、南小学校
風連中央小学校、消防署風連出張所
豊西小学校、東風連小学校、北体育館
スポーツセンター、風連児童館、
ピヤシリスキー場・フォレスト
南保育所
智恵文小学校
名寄中学校
東保育所

施設名 建築年 経過年数
約47年
約46年
約44年
約42年
約41年
約40年

約39年
約38年
約37年
約36年

Ｓ42
Ｓ43
Ｓ45
Ｓ47
Ｓ48
Ｓ49

Ｓ50
Ｓ51
Ｓ52
Ｓ53

基金の現在高地方債の現在高 基
金
︵
市
の
貯
金
︶

地
方
債
︵
市
の
借
金
︶

H25末H22末 H23末 H24末

229
228
227
226
225
224
223
222
221
220
219

(億) (円) 財政調整基金 減債基金
その他の特定目的基金

H25末H22末 H23末 H24末

50

40

30

20

10

０

(億) （円）

こんなにたくさん
の古い公共施設が
あるんだね

貯金が増えて
借金が減って
いるのがわかるね
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　市職員の給与は、職務と責任に応じた給料と期末勤
勉手当や扶養手当などの諸手当から成り立っています｡
　また、国家公務員や他の地方
自治体職員、民間企業の従業員
の給与を総合的に考慮して、市
議会で議決された「職員の給与
に関する条例」に基づいて支給
されます。

市・一般行政職

退職手当

期末勤勉手当

①職員の採用および退職に関する状況

③職員の給与・年齢　　　　　　　（Ｈ26.４.１現在）

④職員の初任給・経験年数別平均給料月額
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ26.４.１現在）

⑤一般行政職の職務別職員数　　　（Ｈ26.４.１現在）

⑥職員手当の状況　　　　　　　　（Ｈ26.４.１現在）

①人件費の状況　　　　　  （Ｈ25年度一般会計決算）

②職員給与費の状況　　　  （Ｈ25年度一般会計決算）

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員給与の状況

区　分
 一般職
 技能労務職

退職者数(Ｈ25)
27人
ー

採用者数(Ｈ26.4)
16人
ー

②部門別職員数の状況

人事行政の運営等の状況を公表します

特別執行部門(教育) 
一般会計合計 

合 計

対前年
増減数部 門 区　分 職員数(人) 主な増減事由

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

Ｈ25 Ｈ26
4

61
15
1

26
10
25
61
20

223
123
346
438
15
11
15

479
825

４
61
15
１
24
10
26
59
20

220
124
344
439
14
11
16

480
824

組織機構改編

組織機構改編
組織機構改編

組織機構改編
組織機構改編

組織機構改編

▲２

１
▲２

▲３
１

▲２
１

▲１

１
１

▲１

議　会
総　務
税　務
労　働
農林水産
商　工
土　木
民　生
衛　生
　計

病　院
水　道
下水道
その他
　計

名寄市

職員数（Ａ） 

１人あたり（B）/（A）

給　料
職員手当
期末勤勉手当
計（Ｂ）

343人
13億6,135万2,000円

2億573万8,000円
4億7,160万2,000円

20億3,869万2,000円
594万4,000円

給
与
費

人口（Ｈ26.3.31）
歳出額（Ａ）
人件費（Ｂ）
人件費率（Ｂ）/（Ａ）

2万9,173人
209億8,877万1,000円

33億7,973万円
16.1％

区　分
 一般行政職
 技能労務職
 大学教育職

平均給料額
31万2,000円　
34万1,900円　

45万900円　

平均年齢
40.6歳　
44.5歳　
49.2歳　

職　務
職員数
構成比

部・次長
16人

5.8％

課　長
48人

17.3％

係　長
98人

35.2％

係
116人

41.7％

合　計
278人
100％

区　分
初任給

10～15年未満
15～20年未満
20～25年未満

大学卒 高校卒

経
験
年
数

17万2,200円
30万円

34万2,800円
37万1,300円

14万100円
23万9,600円

29万800円
33万7,600円

区　分 自己都合 推奨・定年
21.62月分
30.82月分
43.7月分

52.44月分
定年前早期退職特例加算（2～45％加算）
なし（Ｈ19年度から廃止）

※名寄市は北海道市町村職員退職手当組合に加入し、同組
　合の条例に基づき退職金を支給しています。

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度
その他加算措置
退職時特別昇給

27.025月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

支給時期 期末手当 勤勉手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

６月期
12月期

計　

0.675月分
0.675月分
1.35月分

その他手当
支給対象

扶
養
手
当
住
居
手
当

通
勤
手
当

国の制度との違い
他に生計の途がなく主として
職員の扶養を受けている者に
対して支給
借家、借間または持家に居住
し、要件を満たしている者に
対して支給
交通機関またはそれに関する
ものを使用し通勤する者に対
して支給

同じ

借家・借間～同じ
持家～8,000円

交通機関～同じ
自家用車等～20円/km

特殊勤務手当
区　分 全職種

職員全体に占める支給職員の割合
支給対象職員１人あたり平均支給額
手当の種類
代表的な手当の名称

2.9％
1万250円

９種類
危険動物駆除業務など

時間外勤務手当　　　  　　　  　 （Ｈ25年一般会計決算）
支給総額
3,619万7,000円  

職員１人あたり平均支給額
14万8,959円

総務課職員係
　０１６５４③２１１１
 （内線３３２４）

問い合わせ
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人事行政の運営等の状況を公表します

①職員の勤務時間（標準的なもの）

②年次有給休暇の取得状況　　  （H25.1.1～12.31）

３　職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

６　職員の福祉および利益の保護の状況

７　特別職の報酬等の状況

8　その他

４　職員の表彰ならびに分限および懲戒処分の状況

５　職員研修の状況（H25年度）

１週間の勤務時間
勤
務
時
間

の
割
り
振
り
休　日

始　業
終　業
休憩時間
週休日

38.45時間
８時45分
17時30分
12～13時
日曜日、土曜日
国民の祝日、年末年始
（12月31日～１月５日）

総付与日数
14,856日

総取得日数
3,515日

全対象職員数
392人

平均取得日数
9.0日

区　分 表　彰 期　間

分　限
・

懲　戒

永年勤続30年…５人
分限処分︓休職…23人
懲戒処分︓訓告…３人
　　　　　厳重注意…１人

H25.11.1～H26.10.31
H25.4.1～H26.3.31

表　彰

研修内容 日数・回数 人　員
2日×14回

3～11日×2回

5日×3回

1～4日×9回

北海道市町村職員研修センター
（税務事務研修､財務実務研修など）
全国市町村国際文化研究所
（法令実務研修、まちづくり研修）
市町村職員中央研究所
（管理職研修・水道事業研修）
その他の研修
（新任保育士等研修・北海道市町村
　栄養士連絡協議会など）

19人

2人

3人

10人

①一般派遣研修

③特別研修

共済制度

研修内容 日数・回数 人　員
1日×1回

　　3日×1回

　　1日×6回
　1日×6回

新規採用職員接遇研修
（圏域市町村合同研修）
新規採用職員事前研修会
（Ｈ26年度採用）
新規採用職員研修（採用１年目）
初級職員研修（採用２～３年目）

13人

21人

13人
26人

②集合研修
初任者研修

研修内容 日数・回数 人　員
2日×1回

　1日×1回

　1日×1回

退職準備型セミナー
（北海道市町村職員共済組合）
ストレスマネジメント研修
（圏域市町村合同研修）
管理者研修（新任課長職）

17人

3人

13人

上級研修

研修内容 日数・回数 人　員
2日×1回
1日×1回

防火管理者講習
安全運転管理者法定講習会

9人
7人

管理者研修

研修内容 日数・回数 人　員
1日×1回危険物取扱者保安講習 7人

専門研修

研修内容 日数・回数 人　員
1日×2回係長会議 68人

その他

研修内容 日数・回数 人　員
1日×1回

　　2日×1回
　2日×1回

　　1日×1回
　　1日×1回

1日×1回
1日×1回

わかりやすい文書作成研修
（圏域市町村合同研修）
政策形成中級研修(圏域市町村合同研修)
政策法務基礎研修(圏域市町村合同研修)
わかりやすい資料作成研修(外部委託)
政策形成研修（外部委託）
公務員倫理研修（外部委託）
監督者研修（新任係長職）

2人

4人
4人
26人
23人
25人
10人

中級研修

研修内容 日数・回数 人　員
1日×1回
1日×2回
1日×2回
1日×1回
1日×1回
1日×16回
1日×1回
1日×1回
1日×2回

文化アドバイザー講演会
情報セキュリティ研修(臨時・嘱託職員)
財政学習会
メンタルヘルス研修
運転技術講習会
財務会計審査業務実務研修
まちづくり研修
情報セキュリティ研修(係長・課長職)
職員倫理・接遇研修(臨時・嘱託職員)

48人
17人
67人
57人
13人
47人
39人
7人
46人

加入共済組合

共済組合事業

北海道市町村職員共済組合
公立学校共済組合北海道支部
短期給付（保健給付､休業給付､災害給付等）
長期給付（退職給付､障害給付､遺族給付）
福祉事業（保健・貯金・貸付・物資事業）

厚生制度　　　　　　　　　　　　　　　　　（H26予算）
福利厚生事業（名寄市職員
福利厚生会に委任)､北海道
市町村職員福祉協会
※詳細は福祉協会HP参照

会員数389人､会費569万2,000円､
市交付金287万8,000円
文化・健康体育・教養事業、吉凶慶
弔事業、生活資金貸付事業など

公務災害発生件数
H25年度 公務災害︓１件、通勤災害︓１件

　市議会議員などの特別職の報酬月額は、一般職員の場合と
は別に、市内各界の代表者によって構成される「名寄市特別
職報酬等審議会」の答申を受け、市議会の審議を経て条例で
定められています。

　H25年度において、勤務条件に関する措置の要求、不利益
処分に関する不服申立ておよび苦情処理はありません。

※月額報酬はH26年５月13日から市長の任期中、市長68万
　9,600円、副市長62万1,000円、教育長57万1,900円とな
　っています。

（A）
議　長
副議長
議　員

（B）
市　長
副市長
教育長

金　額金　額
38万4,000円
33万6,000円

31万円

86万2,000円※
69万円※

60万2,000円※

月額報酬　　　　　　　　　　　　　　　（H26.4.1現在）

支給時期
(A)
（B）

12月期
2.05月分
2.05月分

計6月期
1.90月分
1.90月分

3.95月分
3.95月分

期末手当　　　　　　　　　　　　　　　（H26.4.1現在）
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①
一
般
事
務
職
　
　
　
　
　
　
５
人
程
度

②
土
木
技
師　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

③
保
育
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

④
精
神
保
健
福
祉
士
　
　
　
　
　
　
１
人

⑤
言
語
聴
覚
士
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人

　
　11

月
30
日
(日)　

午
前
９
時
開
始

※

社
会
人
枠
の｢

②
土
木
技
師｣

「
④
精
神

　

保
健
福
祉
士
」｢

⑤
言
語
聴
覚
士｣

は
午

　

前
11
時
15
分
開
始

名
寄
市
立
大
学
（
西
４
条
北
８
丁
目
１
）

①｢

大
学
卒｣

②｢

大
学
卒
」｢

高
校
卒｣

ま
た
は｢

社
会
人

　

枠
（
民
間
企
業
等
経
験
者
）
」

③｢

大
学
卒｣｢

短
大
卒｣(

高
等
専
門
学
校
・

　

専
修
学
校
卒
含
む
）

④｢

社
会
人
枠
（
民
間
企
業
等
経
験
者
）｣

⑤｢

大
学
卒
」｢

短
大
卒｣

（
高
等
専
門
学

　

校
・
専
修
学
校
卒
含
む)

ま
た
は｢

社
会

　

人
枠(

民
間
企
業
等
経
験
者)｣

①
一
般
事
務
職

●
大
学
卒
の
資
格
→
昭
和
60
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法

　

に
基
づ
く
４
年
制
大
学
を
卒
業
、
ま
た

　

は
平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

　

(

大
学
院
含
む
）

②
土
木
技
師

●
大
学
卒
の
資
格
→
平
成
元
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法

　

に
基
づ
く
４
年
制
大
学
で
土
木
課
程
を

　

卒
業
、
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
卒
業
見

　

込
み
の
方

●
高
校
卒
の
資
格
→
平
成
３
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法

　

に
基
づ
く
高
等
学
校
で
土
木
課
程
を
卒

　

業
、
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込

　

み
の
方

③
保
育
士

●
大
学
卒
の
資
格
→
昭
和
63
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
お
よ

び
幼
稚
園
教
諭
２
種
以
上
の
資
格
取
得

者
、
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込

み
で
資
格
取
得
予
定
の
方

●
短
大
卒
の
資
格
→
昭
和
63
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
お
よ

び
幼
稚
園
教
諭
２
種
以
上
の
資
格
取
得

者
、
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込

み
で
資
格
取
得
予
定
の
方

⑤
言
語
聴
覚
士
（
勤
務
場
所
は
こ
ど
も
発

　

達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
）

●
大
学
卒
の
資
格
→
昭
和
60
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法

　

に
基
づ
く
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
言
語

　

聴
覚
士
の
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

　

平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込
み
で
資
格
取

　

得
予
定
の
方

●
短
大
卒
の
資
格
→
昭
和
62
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法

　

に
基
づ
く
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

　

専
修
学
校(

修
学
年
数
２
年
以
上)

を
卒

　

業
し
言
語
聴
覚
士
の
免
許
を
有
す
る
方
、

　

ま
た
は
平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込
み
で

　

資
格
取
得
予
定
の
方

　

民
間
企
業
な
ど
の
企
画
立
案
力
、
実
行

力
、
経
営
感
覚
お
よ
び
コ
ス
ト
意
識
を
持

っ
た
人
材
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
公

務
に
発
揮
し
て
も
ら
い
、
組
織
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
即
戦
力
と
し
て

社
会
人
経
験
を
有
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

②
土
木
技
師

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校

以
上
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
る
方
で
、
平
成

27
年
３
月
末
現
在
に
お
い
て
民
間
企
業
な

ど
に
お
け
る
職
務
経
験
が
通
算
し
て
３
年

以
上
あ
る
方
、
ま
た
は
見
込
ま
れ
る
方

④
精
神
保
健
福
祉
士
（
勤
務
場
所
は
名
寄

　

市
立
大
学
に
な
り
ま
す
）

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
平
成
27
年
３
月
末
現
在
に
お
い
て

精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
相
談
業
務
の
職

務
経
験
が
通
算
し
て
３
年
以
上
あ
る
方
、

ま
た
は
見
込
ま
れ
る
方

※

業
務
内
容
と
し
て
、
学
生
お
よ
び
教
職

　

員
の
健
康
管
理
業
務
の
ほ
か
、
学
生
の

　

厚
生
補
導
に
関
す
る
業
務
も
含
ま
れ
ま

　

す
。

平
成
27
年
度　

名
寄
市
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
試
験
期
日

２　
試
験
会
場

３　
試
験
区
分

４ 　
職
種
と
募
集
人
数

１

　
受
験
資
格

５一
般
試
験
枠

社
会
人
枠(

民
間
企
業
等
経
験
者)

みどころ
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⑤
言
語
聴
覚
士
（
勤
務
場
所
は
こ
ど
も
発

　

達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
）

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
言
語
聴
覚
士
の
免
許
を
有
し
、
平

成
27
年
３
月
末
現
在
に
お
い
て
職
務
経
験

が
通
算
し
て
１
年
以
上
あ
る
方
、
ま
た
は

見
込
ま
れ
る
方

①
一
般
事
務
職

・
大
学
卒
区
分

　

→
教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
論
文

②
土
木
技
師

・
大
学
卒
区
分

　

→
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
論
文

・
高
校
卒
区
分

　

→
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
作
文

③
保
育
士

・
大
学
卒
区
分

　

→
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
論
文

・
短
大
卒
区
分

　

→
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
作
文

⑤
言
語
聴
覚
士

・
大
学
卒
区
分

　

→
教
養
試
験
、
論
文

・
短
大
卒
区
分

　

→
教
養
試
験
、
作
文

②
土
木
技
師
（
高
校
卒
以
上
）

　

→
論
文
ま
た
は
作
文

④
精
神
保
健
福
祉
士
（
免
許
取
得
者
）　

　

→
論
文
ま
た
は
作
文

⑤
言
語
聴
覚
士
（
免
許
取
得
者
）　

　

→
論
文
ま
た
は
作
文

名
寄
市
内
に
居
住
可
能
で
あ
る
方

11
月
４
日
(火)
～
18
日
(火)

※

郵
送
の
場
合
、
簡
易
書
留
に
し
て
11
月

　

18
日
(火)
必
着

・
受
験
申
込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

　

う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
書
は
、
申
込
先
ま
で
請
求
し
て
く

　

だ
さ
い
。

名
寄
市
役
所
総
務
部
総
務
課
職
員
係

〒
０
９
６-

８
６
８
６

　

名
寄
市
大
通
南
１
丁
目
１
番
地

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　
　

（
内
線
３
３
２
５
・
３
３
２
６
）

※

社
会
人
枠
の
注
意
事
項

・
第
１
次
試
験
合
格
発
表
後
に
、
職

　

務
経
験
を
確
認
す
る
た
め
、
職
歴

　

証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

・｢

高
等
学
校
以
上
を
卒
業｣

は
、
大

　

学
院
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等

　

専
門
学
校
、
専
修
学
校
の
専
門
課

　

程
の
卒
業
も
含
み
ま
す
。

・｢

民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る
職
務
経

　

験｣

は
、
会
社
員
等
正
規
職
員
と
し

　

て
６
カ
月
以
上
勤
務
し
て
就
業
し

　

た
期
間
が
該
当
し
ま
す
。
ま
た
、

　

職
務
経
験
が
複
数
あ
る
場
合
は
通

　

算
し
ま
す
が
、
同
一
期
間
内
に
複

　

数
の
職
務
経
験
が
あ
る
場
合
は
、

　

い
ず
れ
か
一
方
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
受
付
期
間

８ 　
採
用
条
件

７　
応
募
方
法

９　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10

　
試
験
内
容

６一
般
試
験
枠

社
会
人
枠(

民
間
企
業
等
経
験
者)

名寄市で働く先輩からの

メッセージを見ることが出来ます

市ホームページで

先輩の働く姿から自分が名寄市で働くイメージをふくらませてみてください｡

市ホームページトップページ

各種情報

職員採用情報

平成27年度名寄市職員採用試験

を実施します

平成27年度名寄市職員採用試験のお知らせ

今
月
号
は
こ
の
ほ
か
に
市
立
総
合
病

院
の
平
成
27
年
度
採
用
試
験
の
案
内

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※

詳
し
く
は
29
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。
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条
例
内
容
の
点
検
に

参
加
く
だ
さ
い

個人･事業者個人･事業者

市民市民

　

名
寄
市
自
治
基
本
条
例
第
35
条
で
は
、

条
例
の
施
行
か
ら
５
年
以
内
ご
と
に
市

民
の
意
識
や
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
を

考
慮
し
た
検
討
な
ど
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
次
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例

自
治
基
本
条
例

自
治
基
本
条
例

知
っ
て
い
ま
す
か
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？自

治
基
本
条
例
が

目
指
す
も
の

市
民
自
治
の

基
本
原
則
と
は
？

自
治
基
本
条
例
で
は
、
誰
も
が
主
体

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
市
民

自
治
を
確
立
す
る
た
め
の
基
本
原
則

を
定
め
て
い
ま
す
。

名
寄
市
自
治
基
本
条
例

第
35
条

　

市
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
か
ら
５

年
以
内
ご
と
に
、
市
民
の
意
識
や
社

会
状
況
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
て
検

討
及
び
見
直
し
を
行
い
、
こ
の
条
例

の
改
正
を
含
め
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

本
来
の
地
方
自
治
の
理
念
に
か
な
っ

た
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。(

目
的)

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

市長･その他の
執行機関者

市長･その他の
執行機関者

市市
議員議員

議会議会

連携・協力
市民､議会､市は役割と責任

を分担し、互いを尊重しな

がら協力し合うことで、よ

りよいまちづくりを推進し

ます｡

コミュニティ自治

市民､議会､市は地域の特性

を踏まえ、コミュニティの

自主性、自立性を尊重しま

す。

情報共有

市は、まちづくりに関する

情報を市民に提供し、説明

します。

市民参加

まちづくりは市民の参加に

よって行われるものとしま

す。市は、市民参加を保障

します。

▲学習機会の提供（男女共同参画セミナーのようす）

　

「
自
治
基
本
条
例｣

を
ご
存
知
で
す
か
。
今
月
号
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
が｢

自
治
基
本
条

例
」
を
知
り
、
市
政
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
連
載
を
行
い
ま
す
。

　

「
名
寄
市
自
治
基
本
条
例｣

は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
ル
ー
ル
と

し
て
、
平
成
22
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
条
例
で
は
、｢

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

や
原
則｣

の
ほ
か
、｢

市
民
の
権
利
と
責
務｣

、｢

議
会
、
市
の
役
割
と
責
務｣

な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
ル
ー
ル
の
も
と
、
市
民
、
議
会
、
市
が
協
働
し
な
が
ら｢

市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ

く
り｣

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

No.1

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人
の

市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
共
施
設
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
様
式
を
配
置

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
積

極
的
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
実
施
時
期
】

　

11
月
中
旬
～
12
月
初
旬

連 載

みどころ
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有
識
者
会
議

　

公
募
委
員
な
ど
に
よ
る
有
識
者
会
議

で
、
条
例
の
点
検
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
役　

割
】

  

名
寄
市
自
治
基
本
条
例
の
点
検

【
募
集
人
数
】

  

市
民
10
人
程
度

【
応
募
方
法
】

  

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
同
封
、
ま
た
は

　

各
公
共
施
設
に
配
置
し
て
い
る
応
募

　

様
式
に
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
電
子
申
請
で

　

応
募
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
う
え

　

応
募
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
は
、
次
の
責
務
を
負
い

ま
す
。

　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
、

市
民
全
体
の
福
祉
や
次
の
世
代
へ
の
責
務

を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
発
言
と

行
動
に
責
任
を
持
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
適
切
な
運
営

の
た
め
の
相
応
の
負
担
を
引
き
受
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
は
、
次
の
権
利
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権

利
・
知
る
権
利
・
学
ぶ
権
利
を
持
ち
、
こ

れ
に
も
と
づ
い
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り

主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※

名
寄
市
自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
詳
し

　

い
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ

　

プ
ペ
ー
ジ
→
ま
ち
づ
く
り
→
自
治
基
本

　

条
例
）
ま
た
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

　

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
民
参
加
の
手
法

　

市
民
の
皆
さ
ま
は
、
４
つ
の
制
度
を
通

じ
て
市
政
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
の
各
種
委
員
会
、
審
議
会
そ
の
ほ
か

の
附
属
機
関
な
ど
に
公
募
に
よ
り
参
加
し

て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
重
要
な
条
例
や
計
画
を
制
定
す
る
場

合
に
、
事
前
に
条
例
案
や
計
画
案
に
意
見

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。

　

法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
民

投
票
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
は
そ
の
結
果
を
尊
重
し
ま
す
。

　

市
民
は
、
市
が
実
施
す
る
講
演
会
や
出

前
講
座
な
ど
で
、
市
の
事
業
や
施
策
、
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

委
員
会
等
へ
の
参
加

委
員
会
等
へ
の
参
加

自
ら
の
発
言
と
行
動
ヘ
の
責
任

自
ら
の
発
言
と
行
動
ヘ
の
責
任

市
民
意
見
の
提
出

市
民
意
見
の
提
出

参
加
・
知
る
・
学
ぶ
権
利

参
加
・
知
る
・
学
ぶ
権
利

市
民
意
見
の
提
出

市
民
意
見
の
提
出

住
民
投
票
制
度

住
民
投
票
制
度

学
習
機
会
の
提
供

学
習
機
会
の
提
供

市
民
の
責
務

市
民
の
権
利

企
画
課
企
画
調
整
係

（
名
寄
庁
舎
３
階
）

　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　

(

内
線
３
３
０
８)

FAX
０
１
６
５
４
③
９
０
８
３

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

知っていますか？自治基本条例

▲市民意見の提出（まちづくり懇談会のようす）
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臨時給付金の申請は12月24日までです
臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金の申請は12月24日(水)までです。
まだ申請を済ませていない方は、お早めに手続きください。

臨時福祉給付金がもらえる人
住民税が課税されていない方とその家族

子育て世帯臨時特例給付金がもらえる人
平成26年１月分の児童手当が支給されている方（現在高校１年生
のお子さんを扶養されている方も対象です。ただし、所得制限が
あります）
給付金をもらうためには
名寄市役所名寄庁舎、風連庁舎、智恵文支所で申請できます。
必要な物…印鑑、振り込み先の通帳、申請する方全員の身分証明書
※公務員で子育て世帯臨時特例給付金対象の場合は児童手当受給状況証明書を合わせてお持ちください。

詳しくは名寄市より郵送しました「お知らせし
ます２つの給付金」をご覧ください。
よくわからない方は市役所へ相談ください。

問い合わせ　　０１６５４③２１１１　
　　　　　　 ■臨時福祉給付金窓口 (名寄庁舎2階 社会福祉課福祉総務係 内線３２２２)
　　　　　　 ■子育て世帯臨時特例給付金窓口（名寄庁舎2階 こども未来課こども未来係 内線３２４１）

｢臨時給付金」や「子育て世帯臨時福祉給付金｣の
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意くだ
さい。

臨時福祉給付金がもらえない人
住民税（市民税）が課税されている方
課税されている人に扶養されている方

　

市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、｢

名
寄
市
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例｣

に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
素
案
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
学
童
保
育
）
と

は
、
保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家

庭
に
い
な
い
児
童
に
遊
び
や
生
活
の
場

を
提
供
し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図

る
事
業
で
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
に
よ
り

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
国
が
省
令

で
定
め
る
基
準
を
踏
ま
え
、
市
町
村
が

条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧

　

URL www.city.nayoro.lg.jp/

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
各
種
情
報
→
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

②
指
定
場
所
で
の
閲
覧　
　

　

児
童
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
（
名
寄
・

風
連
庁
舎
、
智
恵
文
支
所)

、
図
書
館

(

名
寄
本
館
・
風
連
分
館
）
、
北
国
博

物
館
、
市
立
大
学
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ふ
う
れ
ん

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
駅
前
交
流
プ
ラ

ザ｢

よ
ろ
ー
な｣

●
提
出
方
法

　

指
定
場
所
に
備
え
付
け
の｢

意
見
提

出
用
紙｣

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
・
電

子
メ
ー
ル
で
提
出
。

※
｢

意
見
提
出
用
紙｣

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
提
出
期
限

　

11
月
14
日
(金)

●
提
出
先　

　

〒
０
９
６‐

０
０
４
１

　

名
寄
市
西
11
条
北
２
丁
目

　

児
童
セ
ン
タ
ー 

　

Fax
０
１
６
５
４
③
３
４
６
５

　

児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

０
１
６
５
４
③
３
４
６
５

　
　

｢

名
寄
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例(

素
案)｣

に
対

す
る
市
民
意
見
を
募
集
し
ま
す

市民の皆さんの
意見を反映する

パブリック
コメント

ny-public@city.nayoro.lg.jp

　

政
策
案
の
概
要
な
ど

　

意
見
の
提
出

　

担 

当

　

公
表
の
方
法

みどころ
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な
よ
ろ
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
４
冬

な
よ
ろ
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
４
冬

参加者募集!!

　
市
で
は
、
消
費
者
協
会
と
連
携
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
の
た
め
、
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
節
電
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
11
月
10
日
(月)
～
21
日
(金)

　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　※

土
日
を
除
き
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
20
人
（
先
着
順
）

●
対　
　

象
　
市
内
在
住
の
一
般
世
帯

　
　
　
　
　
　
の
方

●
申
込
方
法
　
名
寄
消
費
者
協
会
へ
申

　
　
　
　
　
　
し
込
み(

電
話
受
付
可)

　
12
月
と
来
年
１
月
分
の
電
気
使
用

量
の
合
計
が
、
昨
年
の
合
計
と
比
べ

て
「
10
％
」
以
上
削
減
で
き
た
場
合

「
３
千
円
相
当
の
エ
コ
商
品
（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球)｣

を
差
し
上
げ
ま
す
！

　
北
電
か
ら
届
く
「
電
気
ご
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
を
見
て
、
結
果
を
報

告
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ッ
ト
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
！

　
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
ワ
ッ
ト
メ
ー

タ
ー
を
貸
し
出
し
ま
す
の

で
、
う
ま
く
活
用
し
て
、

電
気
使
用
量
を
削
減
さ
せ

て
く
だ
さ
い
！

参加者募集!!
１１月１０日(月)

　　～２１日(金）１１月１０日(月)

　　～２１日(金）

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

名
寄
消
費
者
協
会

　
　
　

(

東
１
南
７ 

駅
前
交
流
プ
ラ
ザ｢

よ
ろ
ー
な｣ 

２
階)

　
　
　
　

０
１
６
５
４
③
５
６
３
０

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係
（
名
寄
庁
舎
３
階
）

　
　
　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１(

内
線
３
３
１
２)

参
加
申
し
込
み
を
し
ま
し
ょ
う
！

10
％
削
減
し
て
、
エ
コ
商
品
を
ゲ

ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
！

商品内容は変更する

場合があります

Ａセット

・60Ｗタイプ１個

・40Ｗタイプ１個

Ｂセット

・60Ｗタイプ１個

・25Ｗタイプ１個

Ｃセット

・40Ｗタイプ１個

　(人感センサー付)

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

　

本
市
で
は
、｢

名
寄
の
冬
を
楽
し
く
暮

ら
す
条
例
」
に
基
づ
き
、
利
雪
親
雪
に

関
わ
り
、
冬
の
暮
ら
し
で
創
意
工
夫
の

あ
る
活
動
に
対
し
て
「
名
寄
市
ホ
ワ
イ

ト
マ
ス
タ
ー
」
の
称
号
を
贈
り
、
そ
の

活
動
を
推
賞
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
身
の
回
り
で
、
冬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
冬

の
生
活(

衣
食
住)

の
研
究
活
動
に
長
く

関
わ
っ
て
い
る
方
や
団
体
を
ご
存
知
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ま
か
ら
の
推
薦
お
よ
び
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象

　

本
市
に
関
わ
り
の
あ
る
個
人
、
団
体
、

　

グ
ル
ー
プ

推
薦
方
法

　

申
込
先
で
用
意
し
て
い
る
指
定
の
推

薦
書
に
記
入
の
う
え
、
11
月
28
日
(金)
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

推
薦
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

過
去
５
年
受
賞
者

平
成
21
年
度　

■
長
谷
川　

良
雄
氏…

国
際
除
雪
彫
刻

　

大
会
の
開
催
実
施
と
定
着
化
、
観
光

　

集
客
の
成
果

■
日
進
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

　

委
員
会…

地
域
の
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ

　

ィ
バ
ル
の
開
催
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

　

動
の
推
進

平
成
22
年
度

■
西
12
区
町
内
会…

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド

　

ル
の
製
作
と
町
内
会
ぐ
る
み
の
冬
の

　

活
動
振
興

平
成
23
年
度

■
土
・
酒
落
遊…

平
成
12
年
よ
り
、｢

レ

ン
ガ
煙
突
を
登
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス｣

を
企
画
・
実
施
し
、
名
寄
の
冬
の
風

物
詩
と
な
る

平
成
25
年
度

■
江
畠　

絵
美
氏…

全
国
大
会
８
年
連

　

続
出
場
、
指
導
者
と
し
て
ス
キ
ー
の

　

技
術
発
展
に
努
め
る
活
動　

■
名
寄
東
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

運
営
委
員
会…

平
成
13
年
よ
り
、
ス

　

ノ
ー
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

　

音
楽
の
夕
べ
の
開
催

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
企
画
調
整
係(

名
寄
庁
舎
３
階)

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　
　

（
内
線
３
３
０
９
）

　
　

　

本
市
で
は
、｢

名
寄
の
冬
を
楽
し
く
暮

ら
す
条
例
」
に
基
づ
き
、
利
雪
親
雪
に

関
わ
り
、
冬
の
暮
ら
し
で
創
意
工
夫
の

あ
る
活
動
に
対
し
て
「
名
寄
市
ホ
ワ
イ

ト
マ
ス
タ
ー
」
の
称
号
を
贈
り
、
そ
の

活
動
を
推
賞
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
身
の
ま
わ
り
で
、
冬
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

冬
の
生
活(

衣
食
住)

の
研
究
活
動
に
長

く
関
わ
っ
て
い
る
方
や
団
体
を
ご
存
知

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ま
か
ら
の
推
薦
お
よ
び
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象

　

本
市
に
関
わ
り
の
あ
る
個
人
、
団
体
、

グ
ル
ー
プ

推
薦
方
法

　

申
込
先
で
用
意
し
て
い
る
指
定
の
推

薦
書
に
記
入
の
う
え
、
11
月
28
日
(金)
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

推
薦
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

過
去
５
年
受
賞
者

平
成
21
年
度　

■
長
谷
川　

良
雄
氏…

国
際
除
雪
彫
刻

　

大
会
の
開
催
実
施
と
定
着
化
、
観
光

　

集
客
の
成
果

■
日
進
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

　

委
員
会…

地
域
の
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ

　

ィ
バ
ル
の
開
催
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

　

動
の
推
進

平
成
22
年
度

■
西
12
区
町
内
会…

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド

　

ル
の
製
作
と
町
内
会
ぐ
る
み
の
冬
の

　

活
動
振
興

平
成
23
年
度

■
土
・
酒
落
遊…

平
成
12
年
よ
り
、｢

レ

ン
ガ
煙
突
を
登
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス｣

を
企
画
・
実
施
し
、
名
寄
の
冬
の
風

物
詩
と
な
る

平
成
25
年
度

■
江
畠　

絵
美
氏…

全
国
大
会
８
年
連

　

続
出
場
、
指
導
者
と
し
て
ス
キ
ー
の

　

技
術
発
展
に
努
め
る
活
動　

■
名
寄
東
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

運
営
委
員
会…

平
成
13
年
よ
り
、
ス

　

ノ
ー
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

　

音
楽
の
夕
べ
の
開
催

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
企
画
調
整
係(

名
寄
庁
舎
３
階)

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　
　

（
内
線
３
３
０
９
）

　
　

ド
ゥ　
　

 

シ
ャ
レ
イ
ユ

 15 平成２６年１１月号 15 平成２６年１１月号



Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
初
出
展

　

10
月
18
日
か
ら
19
日
の
期
間
で
福
島
県

郡
山
市
開
催
の
﹁
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち

お
こ
し
の
祭
典
︕　
Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ｣

に
本
市
か
ら
第
７
４
６
な
よ
ろ
煮
込
み
ジ

ン
ギ
ス
艦
隊
が
初
出
展
し
ま
し
た
︒

　

同
艦
隊
は
平
成
24
年
７
月
４
日
６
時
に

発
足
し
︑
名
寄
地
方
の
昔
な
が
ら
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
の
食
べ
方
に
着
目
し
た
ご
当
地

グ
ル
メ｢

な
よ
ろ
煮
込
み
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン｣

を
本
市
の
知
名
度
向
上
と
し
て
全
国
的
に

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

イ
ベ
ン
ト
で
名
寄
市
を
Ｐ
Ｒ

　

当
日
は
︑
阿
部
潤
司
艦
長
を
は
じ
め
39

人
が
郡
山
へ
向
か
い
︑
煮
込
み
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
提
供
の
ほ
か
︑｢

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン｣

の
歌
で
知
ら
れ
る
仁
井
山
征
弘
さ
ん
と
あ

す
ぱ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
２
０
１
４
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
︑
加
藤
市
長
︑
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢

な
よ
ろ
う｣

が
出
展
ブ
ー
ス
や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
︒

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
︑
本
市
を
は
じ
め
全
国

か
ら
59
団
体
が
出
展
︒
来
場
者
は
２
日
間

合
わ
せ
て
45
万
３
０
０
０
人
で
し
た
︒
最

終
的
な
結
果
と
し
て
は
入
賞
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
︑
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
多

く
の
方
に
本
市
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と

な
り
ま
し
た
︒

Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
初
出
展

　

10
月
18
日
か
ら
19
日
の
期
間
で
福
島
県

郡
山
市
開
催
の
﹁
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち

お
こ
し
の
祭
典
︕　
Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ｣

に
本
市
か
ら
第
７
４
６
な
よ
ろ
煮
込
み
ジ

ン
ギ
ス
艦
隊
が
初
出
展
し
ま
し
た
︒

　

同
艦
隊
は
平
成
24
年
７
月
４
日
６
時
に

発
足
し
︑
名
寄
地
方
の
昔
な
が
ら
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
の
食
べ
方
に
着
目
し
た
ご
当
地

グ
ル
メ｢

な
よ
ろ
煮
込
み
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン｣

を
本
市
の
知
名
度
向
上
と
し
て
全
国
的
に

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

イ
ベ
ン
ト
で
名
寄
市
を
Ｐ
Ｒ

　

当
日
は
︑
阿
部
潤
司
艦
長
を
は
じ
め
39

人
が
郡
山
へ
向
か
い
︑
煮
込
み
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
提
供
の
ほ
か
︑｢

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン｣

の
歌
で
知
ら
れ
る
仁
井
山
征
弘
さ
ん
と
あ

す
ぱ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
２
０
１
４
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
︑
加
藤
市
長
︑
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢

な
よ
ろ
う｣

が
出
展
ブ
ー
ス
や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
︒

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
︑
本
市
を
は
じ
め
全
国

か
ら
59
団
体
が
出
展
︒
来
場
者
は
２
日
間

合
わ
せ
て
45
万
３
０
０
０
人
で
し
た
︒
最

終
的
な
結
果
と
し
て
は
入
賞
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
︑
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
多

く
の
方
に
本
市
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と

な
り
ま
し
た
︒

みどころ

10
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Date

Place

　本市では、国際化の進む社会のさまざまな分野で活躍できる子どもの育成

や、交流人口の拡大によって地域を活性化させることを目的に､台湾との交流

事業を昨年度から推進しています。昨年度は、中学生野球交流事業や台湾の

高校生の教育旅行の受け入れなどを行いました。

　今回は、市内の中学生14人が、杉並区で開催された「交流自治体中学生親

善野球大会｣に参加し、言葉も文化も歴史も異なる国｢台湾｣と交流自治体の

杉並区、災害時相互援助協定を結んでいる福島県南相馬市、静岡県南伊豆町

の中学生たちと親善試合や交流会などを通じて､お互いに交流を深めました｡

　市内２校で構成された「チーム名寄」は、９月18日の結団式以降、２回の事前

学習会と３回の合同練習を行い､親善野球大会への準備を進めてきました。大

会では、参加チームと４試合行ったほか、交流会で名寄市のＰＲやよさこいを

披露するなど他地域 ・他国との交流を深めてきました。

10月14日に大会の出場報告をしました！

参加した14人のうち、三宅悠斗くん、浦山大介くん、湯川楓くん、伊川凌己く

ん、中村來希くんの５人が名寄庁舎で加藤市長と小野教育長に報告をしま

した。生徒たちは一人ずつ「始めはなかなか交流できなかったがだんだん

できるようになった」「台湾の人の体

格がうらやましかった」「試合で凡ミス

などがあって学ぶところが多かった。

もっと練習で自分の実力を向上した

い」などそれぞれ発表し、「このような

企画を考えてくれたいろいろな人に感

謝します。ありがとうございました」と

述べていました。

市内の中学生が野球を通じて交流

10月11～14日

東京都杉並区
みどころ

日程

●10月11日(　）

　名寄出発

　東京観光

　交流夕食会

●10月12日(　)

　開会式

　宮本慎也さんのミニ野球教室

　試合（台湾長安、杉並Ｗ）

●10月13日(　)

　試合（台湾大理、杉並Ｅ）

　閉会式

●10月14日(　)

　杉並区出発、名寄到着

元プロ野球選手

ウエスト

イースト

日

月

火

土

初日に東京を観光

元プロ野球選手の宮本さん、坂元さんと記念撮影

交流夕食会でよさこいを披露

開会式

試合のようす

試合のようす

試合のようす

野球殿堂博物館

交流を深めてきました
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前
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
医
学
的･

社
会
的･

教
育
的･

職

業
的
分
野
に
ま
た
が
る
総
合
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
各
個
人
が
人

生
を
変
革
し
て
い
く
た
め
の
主
体

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
い
う
趣

旨
の
内
容
を
記
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
果
た
し
て
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
前

回
記
し
た
自
立
生
活
運
動
（
тт

Ｌ

運
動
）
を
例
に
説
明
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

１
９
７
０
年
代
に
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
重
度
障
が
い
の
あ
る
学

生
自
身
が
中
心
に
な
っ
て
展
開
さ

れ
た
こ
の
運
動
の
主
張
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

①
障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
を
最
も
知

　

っ
て
い
る
の
は
障
が
い
者
自
身

　

で
あ
る
。

②
障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
は
、
多
様

　

で
総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

　

っ
て
最
も
効
果
的
に
満
た
す
こ

　

と
が
で
き
る
。

③
障
が
い
者
は
、
そ
の
住
ん
で
い

　

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
で
き

　

る
だ
け
統
合
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
て

生
き
る
と
い
う
自
己
決
定
を
勧
め

る
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
、
障
が
い
者
自
身
も
参
加
し
て

社
会
の
中
に
整
備
す
る
と
い
う
こ

の
тт

Ｌ
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
各
地

に
自
立
生
活
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー

を
生
み
出
し
、
世
界
各
地
に
も
広

が
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
１
年
の
国
際
障
害
者
年

以
降
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
障
が

い
者
が
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
障
害

者
米
国
留
学
研
修
派
遣
事
業
に
よ

り
派
遣
さ
れ
、
帰
国
し
た
人
々
は

日
本
の
自
立
生
活
運
動
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
彼
ら
が
設
立
し
た
重

度
の
障
が
い
が
あ
っ
て
も
制
度
化

さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

地
域
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
後
押

し
す
る
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

全
国
１
３
０
カ
所
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
身
体

障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
の
人
々
の
自

立
生
活
に
も
影
響
を
与
え
、
困
難

を
抱
え
つ
つ
も
障
が
い
者
の
地
域

移
行
の
大
き
な
流
れ
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

　

名
寄
の
ま
ち
で
も
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
理
念
の
も
と
「
障
が
い
者

福
祉
計
画｣

が
策
定
さ
れ
、そ
れ
に

基
づ
く｢

障
が
い
福
祉
実
施
計
画｣

を
３
年
ご
と
に
作
成
し
、
具
体
的

な
数
値
目
標
を
示
し
て
地
域
ニ
ー

ズ
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
30
年
近
く
前
、
私
が
名

寄
に
赴
任
し
て
す
ぐ
の
頃
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
障
が
い
を

持
つ
幼
児
の
療
育
、
保
育
の
場
も

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
特
に
知
的
障
が
い
の
お
子
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
療
育
の
場
は
存

在
せ
ず
、
遠
く
旭
川
ま
で
そ
の
場

を
求
め
て
い
た
親
子
も
い
ま
し

た
。
当
時
は
学
齢
を
迎
え
る
と
遠

く
離
れ
た
養
護
学
校
へ
入
学
、
卒

業
後
は
、
さ
ら
に
遠
く
の
施
設
に

入
所
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で

し
た
。
そ
の
苦
境
を
知
り
、
幼
児

教
育
に
携
わ
る
先
生
た
ち
が
園
児

の
帰
っ
た
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

親
子
を
受
け
入
れ
、｢

ひ
よ
こ
教

室
」
と
い
う
療
育
の
場
を
設
け
親

子
を
支
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
子
ど

も
と
親
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
場
と
な
り
、そ
こ
か
ら
親
の
会

が
生
ま
れ
、親
た
ち
は
公
的
な
療

育
の
場
を
求
め
、
市
に
働
き
か
け

る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　

隣
町
の
下
川
町
か
ら
も｢

ひ
よ

こ
教
室｣

に
通
う
親
子
が
い
て
、

そ
の
親
た
ち
も
地
元
で
親
の
会
を

結
成
、
同
様
な
活
動
を
行
い
、
公

的
な
療
育
の
場｢

め
だ
か
教
室｣

を

実
現
し
ま
し
た
。後
に
親
の
会
は
、

地
域
の
多
く
の
方
の
参
加
を
得

て
、
障
が
い
者
の
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
す｢

自
立
支
援

の
会
め
だ
か｣

に
発
展
し
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
の
場
も
広
が
っ
て

い
き
、
幼
稚
園
だ
け
で
は
な
く
、

保
育
所
で
の
受
け
入
れ
も
進
ん
で

い
き
ま
す
。
親
た
ち
の
中
に
は
そ

れ
ま
で
特
殊
学
級
の
な
か
っ
た
学

区
の
小
学
校
に
わ
が
子
の
教
育
の

場
を
求
め
て
、
学
級
の
新
設
を
実

現
し
た
方
も
い
ま
す
。

　

現
在
は
、学
校
、福
祉
関
係
事
業

所
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
諸
機
関
、職

親
会
、親
の
会
な
ど
の
努
力
が
相

ま
っ
て
卒
業
後
の
働
く
場
も
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。
あ
の
当
時
の

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
、
就
労
支

援
事
業
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る

パ
ン
屋
さ
ん｢

ハ
ー
ト
フ
ル
み
ら

い｣

で
働
き
、
あ
る
い
は
市
役
所

内
の
食
堂
で
働
き
、
中
に
は
一
般

の
会
社
で
働
い
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
で
暮
ら
し
、

働
く
だ
け
で
な
く
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
名
寄
に
参
加
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
競
技

会
に
出
場
し
た
り
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
が
10
数
年

前
か
ら
設
け
て
い
る
絵
画
教
室
に

参
加
。
絵
画
ア
ー
ト
に
取
り
組
み
、

そ
の
作
品
が
知
的
障
が
い
者
全
道

ア
ー
ト
展
で
最
高
賞
を
受
賞
し
た

人
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
音
楽
を

楽
し
む
人
た
ち
も
多
く
い
ま
す
。

こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
が
、

本
人
の
人
生
を
豊
か
に
し
、
自
己

肯
定
感
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

が
当
事
者
主
体
の
障
が
い
者
計
画

を
生
み
出
し
、
国
や
道
の
段
階
で

は
そ
の
計
画
立
案
の
た
め
の
諸
会

議
に
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

の
方
々
が
参
画
す
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
名
寄
に
お
い
て
も
、

そ
の
よ
う
な
時
代
が
訪
れ
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

前
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
医
学
的･

社
会
的･

教
育
的･

職

業
的
分
野
に
ま
た
が
る
総
合
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
各
個
人
が
人

生
を
変
革
し
て
い
く
た
め
の
主
体

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
い
う
趣

旨
の
内
容
を
記
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
果
た
し
て
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
前

回
記
し
た
自
立
生
活
運
動
（
тт

Ｌ

運
動
）
を
例
に
説
明
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

１
９
７
０
年
代
に
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
重
度
障
が
い
の
あ
る
学

生
自
身
が
中
心
に
な
っ
て
展
開
さ

れ
た
こ
の
運
動
の
主
張
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

①
障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
を
最
も
知

　

っ
て
い
る
の
は
障
が
い
者
自
身

　

で
あ
る
。

②
障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
は
、
多
様

　

で
総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

　

っ
て
最
も
効
果
的
に
満
た
す
こ

　

と
が
で
き
る
。

③
障
が
い
者
は
、
そ
の
住
ん
で
い

　

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
で
き

　

る
だ
け
統
合
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
て

生
き
る
と
い
う
自
己
決
定
を
勧
め

る
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
、
障
が
い
者
自
身
も
参
加
し
て

社
会
の
中
に
整
備
す
る
と
い
う
こ

の
тт

Ｌ
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
各
地

に
自
立
生
活
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー

を
生
み
出
し
、
世
界
各
地
に
も
広

が
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
１
年
の
国
際
障
害
者
年

以
降
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
障
が

い
者
が
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
障
害

者
米
国
留
学
研
修
派
遣
事
業
に
よ

り
派
遣
さ
れ
、
帰
国
し
た
人
々
は

日
本
の
自
立
生
活
運
動
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
彼
ら
が
設
立
し
た
重

度
の
障
が
い
が
あ
っ
て
も
制
度
化

さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

地
域
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
後
押

し
す
る
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

全
国
１
３
０
カ
所
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
身
体

障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
の
人
々
の
自

立
生
活
に
も
影
響
を
与
え
、
困
難

を
抱
え
つ
つ
も
障
が
い
者
の
地
域

移
行
の
大
き
な
流
れ
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

　

名
寄
の
ま
ち
で
も
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
理
念
の
も
と
「
障
が
い
者

福
祉
計
画｣

が
策
定
さ
れ
、そ
れ
に

基
づ
く｢

障
が
い
福
祉
実
施
計
画｣

を
３
年
ご
と
に
作
成
し
、
具
体
的

な
数
値
目
標
を
示
し
て
地
域
ニ
ー

ズ
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
30
年
近
く
前
、
私
が
名

寄
に
赴
任
し
て
す
ぐ
の
頃
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
障
が
い
を

持
つ
幼
児
の
療
育
、
保
育
の
場
も

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
特
に
知
的
障
が
い
の
お
子
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
療
育
の
場
は
存

在
せ
ず
、
遠
く
旭
川
ま
で
そ
の
場

を
求
め
て
い
た
親
子
も
い
ま
し

た
。
当
時
は
学
齢
を
迎
え
る
と
遠

く
離
れ
た
養
護
学
校
へ
入
学
、
卒

業
後
は
、
さ
ら
に
遠
く
の
施
設
に

入
所
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で

し
た
。
そ
の
苦
境
を
知
り
、
幼
児

教
育
に
携
わ
る
先
生
た
ち
が
園
児

の
帰
っ
た
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

親
子
を
受
け
入
れ
、｢

ひ
よ
こ
教

室
」
と
い
う
療
育
の
場
を
設
け
親

子
を
支
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
子
ど

も
と
親
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
場
と
な
り
、そ
こ
か
ら
親
の
会

が
生
ま
れ
、親
た
ち
は
公
的
な
療

育
の
場
を
求
め
、
市
に
働
き
か
け

る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　

隣
町
の
下
川
町
か
ら
も｢

ひ
よ

こ
教
室｣

に
通
う
親
子
が
い
て
、

そ
の
親
た
ち
も
地
元
で
親
の
会
を

結
成
、
同
様
な
活
動
を
行
い
、
公

的
な
療
育
の
場｢

め
だ
か
教
室｣

を

実
現
し
ま
し
た
。後
に
親
の
会
は
、

地
域
の
多
く
の
方
の
参
加
を
得

て
、
障
が
い
者
の
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
す｢

自
立
支
援

の
会
め
だ
か｣

に
発
展
し
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
の
場
も
広
が
っ
て

い
き
、
幼
稚
園
だ
け
で
は
な
く
、

保
育
所
で
の
受
け
入
れ
も
進
ん
で

い
き
ま
す
。
親
た
ち
の
中
に
は
そ

れ
ま
で
特
殊
学
級
の
な
か
っ
た
学

区
の
小
学
校
に
わ
が
子
の
教
育
の

場
を
求
め
て
、
学
級
の
新
設
を
実

現
し
た
方
も
い
ま
す
。

　

現
在
は
、学
校
、福
祉
関
係
事
業

所
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
諸
機
関
、職

親
会
、親
の
会
な
ど
の
努
力
が
相

ま
っ
て
卒
業
後
の
働
く
場
も
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。
あ
の
当
時
の

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
、
就
労
支

援
事
業
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る

パ
ン
屋
さ
ん｢

ハ
ー
ト
フ
ル
み
ら

い｣

で
働
き
、
あ
る
い
は
市
役
所

内
の
食
堂
で
働
き
、
中
に
は
一
般

の
会
社
で
働
い
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
で
暮
ら
し
、

働
く
だ
け
で
な
く
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
名
寄
に
参
加
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
競
技

会
に
出
場
し
た
り
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
が
10
数
年

前
か
ら
設
け
て
い
る
絵
画
教
室
に

参
加
。
絵
画
ア
ー
ト
に
取
り
組
み
、

そ
の
作
品
が
知
的
障
が
い
者
全
道

ア
ー
ト
展
で
最
高
賞
を
受
賞
し
た

人
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
音
楽
を

楽
し
む
人
た
ち
も
多
く
い
ま
す
。

こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
が
、

本
人
の
人
生
を
豊
か
に
し
、
自
己

肯
定
感
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

が
当
事
者
主
体
の
障
が
い
者
計
画

を
生
み
出
し
、
国
や
道
の
段
階
で

は
そ
の
計
画
立
案
の
た
め
の
諸
会

議
に
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

の
方
々
が
参
画
す
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
名
寄
に
お
い
て
も
、

そ
の
よ
う
な
時
代
が
訪
れ
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
～
知
へ
の
誘
い
～

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
～
知
へ
の
誘
い
～

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
～
知
へ
の
誘
い
～

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
(2)
」

保
健
福
祉
学
部　

社
会
福
祉
学
科　

教
授　

清
野　

茂 vol.23

▲３年ごとに作成される
 　｢障害福祉実施計画｣
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高
志
書
道
会
は
、昭
和
54
年
に
発
足
し
、

今
年
９
月
に
35
周
年
展
を
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
は
男
性
４

人
、
女
性
10
人
で
40
～
80
代
と
幅
広
い
年

齢
層
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
書
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
墨
の
香
り
に
癒

さ
れ
な
が
ら
、
書
の
奥
深
さ
に
魅
か
れ
て

い
き
ま
す
。

　
現
代
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
電
子
機
器
に

よ
る
文
字
ば
か
り
が
目
立
ち
ま
す
。
し
か

し
、
書
で
は
、
筆
の
動
き
ひ
と
つ
で
味
の

あ
る
文
字
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
発
見
で
き

ま
す
。

　
高
志
書
道
会
で
は
、老
若
男
女
問
わ
ず
、

初
心
者
で
も
気
楽
に
楽
し
め
る
場
を
提
供

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
気
兼
ね
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●活動日時　第１・３木曜　13：00～

●活動場所　伊藤幸子さん宅（東３南３）

●会　　費　毎回 1,000円

●連 絡 先　伊藤　幸子さん

　　　　　　　01654③5577

「サークル紹介」では、市生涯学習課発行のサークル便利帳に掲載している団体を紹介しています。

サークル紹介サークル紹介サークル紹介
わたしたちこんな活動していますわたしたちこんな活動しています

おもてなしで豊かな心を養う

●活動日時

　水曜(月２～３回)

●活動場所

　駅前交流プラザ

　｢よろーな｣

●会　　費

　月額 1,000円

　ほか月謝･本代など

●連 絡 先

　佐藤　里子さん

　　01654③8471

さ と こ

なよろ伝統文化伝承教室

晋皎会
し ん こ う か い

こ う し

墨の香りに癒されながら
書の奥深さに魅かれてみませんか

高 志 書 道 会高 志 書 道 会

　
晋
皎
会
の
流
派
は
、
茶
道
の
中
で
も
珍

し
く
抹
茶
道
と
煎
茶
道
の
両
方
が
伝
わ
っ

て
い
る｢

玉
川
遠
州
流｣

で
す
。
武
家
の
茶

道
に
貴
族
的
な
感
性
が
加
わ
っ
た
遠
州
流

の
一
派
で
、
３
０
０
年
余
り
続
い
て
い
ま

す
。

　
年
間
の
活
動
は
、月
２
回
、伊
藤
幸
子
さ

ん
の
自
宅
で
茶
道
教
室
を
開
い
て
い
る
ほ

か
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て

い
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
イ

ス
に
腰
を
掛
け
て
茶
を
た
て
る｢

立
礼
席｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
３
回
旭
川

市
で
行
わ
れ
る
旭
川
支
部
茶
会
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
25
年
頃
に
「
ほ
と
ん
ど
の
女
性
は

花
嫁
修
業
の
一
環
で
、
茶
道
と
華
道
を
習

う
」
と
当
時
の
日
本
の
文
化
を
教
わ
り
ま

し
た
。
茶
道
は
日
本
の
風
土
を
大
切
に
し

た
総
合
的
な
文
化
で
す
。

　
晋
皎
会
で
は｢

お
も
て
な
し｣

の
心
で
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
豊
か
な

心
を
養
い
、
茶
道
を
通
し
て
何
か
を
知
る

だ
け
で
な
く
、
何
か
を
分
か
る
た
め
の
き

っ
か
け
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
、
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

り
ゅ
う
れ
い
せ
き

ぎ
ょ
く
せ
ん
え
ん
し
ゅ
う
り
ゅ
う
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公民館
　市民文化センター（西13南４）
　　 ０１６５４②２２１８
　FAX０１６５４②２３５６
　開館　８時～22時　
　休館　月末・年末年始
　風連公民館（風連町本町63 ふうれ
　ん地域交流センター内）
　　 ０１６５５③２６２０
　FAX０１６５５③２３２１
図書館
　図書館名寄本館（大通南２）
　　 ０１６５４②４７５１　
　FAX０１６５４②４８９７
　開館　火・金 ９時30分～17時
　　　　水・木 ９時30分～20時
　　　　※17時以降は１階のみ
　　　　土・日 ９時30分～16時
　休館　月・月末・祝・年末年始
　図書館風連分館（風連町南町84）
　　・FAX０１６５５③２８７１
　開館　月～金 ９時30分～17時
　　　　土　 ９時30分～16時
　休館　日・月末・祝・年末年始
博物館
　北国博物館(緑丘222）
　　・FAX０１６５４③２５７５
　 　ny-kitahaku@city.nayoro.lg.jp
　開館　９時～17時
　休館　月・年末年始
　風連歴史民俗資料館（風連町南町85）
　※見学は北国博物館へ連絡
天文台
　なよろ市立天文台「きたすばる」
　（日進157　道立サンピラーパーク
　星見の丘）
　　 ０１６５４②３９５６
　FAX０１６５４②０２６７
　　  kitasubaru@nayoro-star.jp
　HP http://www.nayoro-star.jp
　開館　火～日・祝 13時～20時
　　　　（19時30分までに入館）
児童センター
　児童センター【ほっと21】(西11北２）
　　 ・FAX０１６５４③３４６５

　

新
成
人
に
な
る
方
の
名
簿
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
住
民
基
本
台
帳
に
よ

り
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
次
の

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
が
必
要
な
方

○
進
学
や
就
職
な
ど
で
、
本
市
以
外

　

に
お
住
ま
い
で
、
本
市
で
の
成
人

　

式
に
出
席
を
希
望
す
る
方

○
何
ら
か
の
事
情
で
、
本
市
へ
の
転

　

入
届
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方

※

本
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
は
、
連

　

絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
新
成
人
の
対
象

　

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

●
成
人
式

○
と　

き　

平
成
27
年
１
月
11
日
(日)

　

15
時
（
受
付
は
14
時
か
ら
）

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

※

案
内
状
は
11
月
下
旬
に
発
送
。

●
問
い
合
わ
せ

　

名
寄
地
区　
　

、
風
連
地
区

●
と　

き　

12
月
16
日
(火)…

ク
リ
ス

マ
ス
、
２
月
17
日
(火)…

ひ
な
ま
つ
り
、

【
全
２
回
】
18
時
30
分
～
20
時
30
分

●
と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
調

理
実
習
室
（
１
階
）

●
講　

師　

川
村　

幸
栄
氏(

社
団
法

人
北
海
道
栄
養
士
会
名
寄
支
部
会
員)

●
対
象
・
定
員　

市
民
20
人(
先
着)

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
代

２
回
分
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
ぬ
ぐ
い

●
申
込
期
間　

11
月
14
日
(金)
～
28
日
(金)

※

「
名
寄
市
も
っ
と
も
ち
米
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
で
本
市
出
身

の
料
理
研
究
家　

範
國
有
紀
さ
ん
考

案
の
レ
シ
ピ
を
一
部
使
用
し
ま
す
。

●
と　

き　

11
月
７
日
(金)　

10
時
～

11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
（
１
階
）

●
講　

師　

吉
原　

敦
子
氏
（
元
市

役
所
子
ど
も
未
来
課
長
）

●
内　

容　

子
育
て
に
つ
い
て
の
ポ

イ
ン
ト
、
わ
ら
べ
歌
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど

●
対
象
・
定
員　

就
学
前
の
乳
幼
児

と
保
護
者
（
定
員
な
し
）

●
参
加
費　

無
料

●
共　

催　

名
寄
市
公
民
館
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

※

事
前
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会
場

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

11
月
15
日
(土)　

10
時
～

12
時
（
９
時
45
分
集
合
）

●
と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー
調
理
室

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
16
人

●
参
加
費　

２
０
０
円

●
申
込
期
間　

11
月
４
日
(火)
～
11
日
(火)

●
と　

き　

12
月
６
日
(土)　

10
時
～

14
時
（
９
時
45
分
集
合
）

●
と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー
体
育
室

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
50
人
、
幼

児
20
人

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
申
込
期
間　

11
月
12
日
(水)
～
19
日
(水)

●
と　

き　

12
月
20
日
(土)　

13
時
30

分
～
15
時
（
13
時
15
分
集
合
）

●
と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー
体
育
室

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
40
人

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
申
込
期
間　

11
月
20
日
(木)
～
27
日
(木)

　

な
よ
ろ
っ
こ
11
月
号
に
掲
載
の
申

込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
児
童
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ
提
出
。(

電
話
受
付
不
可)

　

１ 

料
理
教
室

申
込
方
法
（
共
通
）

ク
リ
ス
マ
ス
会

お
も
ち
つ
き
会

新
成
人
に
な
る
皆
さ
ま
へ

家
庭
教
育
支
援
講
座
「
わ
い
わ

い
♪
が
や
が
や
子
育
て
談
議
」

市
民
講
座

｢
季
節
の
お
菓
子
作
り
教
室
」

１ 

１ 

２ 

８ 

【
名
寄
の
史
跡
・
文
化
財
紹
介
展
】

　
｢

名
寄
鈴
石｣｢

九
度
山｣

な
ど
、
国

と
市
指
定
の
文
化
財
や
、｢

水
田
発
祥

の
地｣
「
ス
キ
ー
発
祥
の
地｣

な
ど
、

名
寄
の
歴
史
を
伝
え
る
史
跡
を
紹
介

す
る
展
示
会
で
す
。

●
と　

き　

11
月
８
日
(土)
ま
で(

最
終

日
は
12
時
ま
で)

●
と
こ
ろ　

北
国
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ホ
ー
ル

【
企
画
展

　

「
版
画
家
木
原
康
行
回
顧
展
」
】

　

名
寄
出
身
の
木
原
康
行
さ
ん
は
、

１
９
７
０
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、

銅
版
画
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
妻
の
木
原
千
珂
さ
ん
か
ら

本
市
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
、
銅
版
、

愛
用
の
品
な
ど
を
中
心
に
画
業
を
振

り
返
る
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と　

き　

11
月
15
日
(土)
～
12
月
７

日
(日)

●
と
こ
ろ　

北
国
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ホ
ー
ル

　

８
月
末
か
ら
北
国
博
物
館
で
ホ
ビ

ー
展
を
開
い
た
西
尾
眞
智
子
さ
ん
を

講
師
に
、
来
場
者
に
関
心
の
高
か
っ

た
コ
ー
ン
ド
ー
ル
の
作
り
方
を
紹
介

し
ま
す
。

●
と　

き　

11
月
16
日
(日)　

13
時
～

16
時

●
と
こ
ろ　

北
国
博
物
館
講
堂

●
講　

師　

西
尾　

眞
智
子
氏
（
智

恵
文
11
線
）

●
内　

容　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
皮
で

女
の
子
の
人
形
１
体
を
作
り
ま
す
。

●
対
象
・
定
員　

市
民
15
人

●
参
加
費　

５
０
０
円(

材
料
代)

●
持
ち
物　

万
能
は
さ
み
（
枝
な
ど

が
切
れ
る
も
の
）

●
申
込
期
間　

11
月
４
日
(火)
～
11
日
(火)

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

５ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

２ 

企
画
展(

無
料)

コ
ー
ン
ド
ー
ル
講
習
会
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11
月
の
利
用
案
内

●
休
館
日　

４
日
(火)
、
10
日
(月)
、
17

日
(月)
、
25
日
(火)

●
観
覧
料　

大
人
４
１
０
円
、
大
学

生
３
０
０
円
、
70
才
以
上
お
よ
び
高

校
生
以
下
無
料

●
天
体
観
望

○
月
面
が
見
え
る
期
間　

１
日
(土)
～

９
日
(日)
、
24
日
(月)
～
30
日
(日)

○
今
月
見
え
る
惑
星　

天
王
星
、
海

王
星

※

晴
れ
て
い
る
昼
間
に
見
る
こ
と
が

　

で
き
る
星
も
あ
り
ま
す
。

●
1.6
メ
ー
ト
ル｢

ピ
リ
カ｣

望
遠
鏡
見

学
・
観
望

○
見
学
の
み　

１
日
(土)
～
30
日
(日)　

開
館
時
間
～
16
時
頃　

　

※

休
館
日
を
除
く

○
天
気
が
良
け
れ
ば
星
が
見
れ
る
日

　

１
日
(土)
～
２
日
(日)
、
７
日
(金)
～
９

日
(日)
、
14
日
(金)
～
16
日
(日)
、
21
日
(金)

～
23
日
(日)
、
28
日
(金)
～
30
日
(日)　

16

時
頃
～
20
時

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

※

開
館
時
間
が
冬
時
間
に
な
る
に
伴

　

っ
て
、
20
時
の
回
を
19
時
に
変
更

　

し
ま
す
。

秋
の
星
雲
・
星
団
観
望
会

　
　
　
　
　
　
　

(

観
覧
料
の
み)

●
と　

き　

11
月
11
日
(火)
～
16
日
(日)

　

17
時
30
分
～
20
時

14:00

16:00

18:00

19:00

時 間

ズーラパトロール

～カブービールビーの伝説～

土日祝日プログラム

銀河鉄道999

～赤い星ベテルギウス～

銀河鉄道999

～赤い星ベテルギウス～

銀河鉄道999

～赤い星ベテルギウス～

銀河鉄道999

～赤い星ベテルギウス～

ドリーム トゥ フライ

ドリーム トゥ フライ ドリーム トゥ フライ

平日プログラム

二重星団
　

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
に
あ
る

二
重
星
団
。
双
眼
鏡
で
見

る
と
ま
る
で
宝
石
の
よ
う

で
す
。

２
０
１
４
年
８
月
29
日
撮
影

(

撮
影
者
　
中
島
克
仁)

○満月

○下弦

●新月

○上弦

日 日の出 日の入 月の出 月の形 月の入 日

 1日
10日
20日
30日

6時04分
6時16分
6時29分
6時41分

16時23分
16時11分
16時02分
15時55分

13時01分
18時59分
 3時41分
12時13分

--時--分
  9時12分
14時45分

 --時--分

 7日
15日
22日
29日

11月の太陽・月の暦

７ 

３ 

４ 

新
着
図
書

　

毎
週
土
曜
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

特
別
開
館 
図
書
館
ま
つ
り

●
と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
３
日
(月)

【
名
寄
本
館
】
９
時
30
分
～
16
時

【
風
連
分
館
】
９
時
30
分
～
12
時

●
内　

容

①
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
（
９
時
30
分
～

　

11
時
）

②
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（
９

　

時
30
分
～
16
時)

③
お
楽
し
み
会
（
名
寄
本
館
の
み
。

　

乳
幼
児…

10
時
～
10
時
30
分
、
幼

　

児
か
ら
小
学
校
低
学
年…

13
時
30

　

分
～
14
時
）

製
本
講
習
会

　

お
気
に
入
り
の
文
庫
本
を
ハ
ー
ド

カ
バ
ー
に
製
本
し
よ
う
。

●
と
　
き　

11
月
８
日
(土)　

10
時
～

11
時
30
分

●
対
象
・
定
員　

中
学
生
以
上
10
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
持
ち
物　

文
庫
本
、
エ
プ
ロ
ン
、

筆
記
用
具　

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
｢

幸
せ
な
夫
婦
で
あ
る
た
め
に｣

　

｢
ト
イ
レ
の
お
は
な
し
」

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

●
お
は
な
し
ク
ラ
ブ(

土
曜
日)

○
と
　
き　

11
月
８
日
、
22
日　

13

時
30
分
～

○
対
　
象　

３
歳
以
上
～
小
学
生

●
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ(

木
曜
日)

○
と
　
き　

11
月
６
日
、
20
日 

10
時

30
分
～

○
対
　
象　

３
歳
未
満
児
・
保
護
者

11
月
の
休
館
日

　

10
日
(月)
、
17
日
(月)
、
24
日
(月)
、
30

日
(日)

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

｢

食
欲
の
秋｣

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

●
お
は
な
し
タ
イ
ム(

水
曜
日)

○
と
　
き　

11
月
５
日
、
12
日
、
19

日
、
26
日　

15
時
～

○
対
　
象　

小
学
生

●
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト(

金
曜
日)

○
と　

き　

11
月
14
日
、
21
日
、
28

日　

10
時
～

○
対
　
象　

幼
児
と
保
護
者

11
月
の
休
館
日

　

２
日
(日)
、
９
日
(日)
、
16
日
(日)
、
23

日
(日)
、
24
日
(月)
、
30
日
(日)

５・19日(水)

 　 　　　　　　　  

７・21日(金)

　　11・25日(火)

12・26日(水)

13・27日(木)

 　　　　

12日(水)

20日(木)

　　      　 

15:10～15:25

15:35～15:50 

16:00～16:20 

15:25～15:40

15:50～16:05

15:10～15:25

15:35～15:50

16:00～16:20 

15:10～15:25

15:35～15:50

15:10～15:25

15:35～15:50

16:00～16:20

10:15～10:35

11:00～11:10

10:15～10:40

10:50～11:05

自動車文庫「やまゆり号」11月の巡回日程

第１老人クラブ前

ハルニレ公園前　

浅江島公園築山前

ﾉｰｽﾀｳﾝふれあい会館前

コデマリ公園前

麻生公園前

ライラック公園前

はなぞの広場前

緑丘第１団地

ｻﾝﾋﾟﾗｰ･ﾏｰｶﾞﾚｯﾄｳﾞｨﾗ道営住宅前　　

錦町公園前

栄町公園前　　　　　　　　 　    

西10南１自衛隊官舎前 

東風連地区（東風連小学校）

市街地区（野村様宅前）

下多寄地区（下多寄小学校）

フロンティアハウス

 

《風連地区》

《名寄地区》

ピリカ望遠鏡は急きょ、必要な観

測が生じた場合は、見学・観望が

できないことがあります。ご了承

ください。

11月から開館時間が

冬時間に変わります

 夏 13:00～21:30

 → 冬 13:00～20:00

 21 平成２６年１１月号 21 平成２６年１１月号



休日当番医
急患に限ります
休日当番医
急患に限ります

      救急医療情報案内
      フリーダイヤル

0120(20)8699

      救急医療情報案内
      フリーダイヤル

0120(20)8699

11月２日　名寄市立総合病院

　　　　　　01654③3101

　　３日　吉田病院

　　　　　　01654③3381

　　９日　たに内科クリニック

　　　　　　01654③1223

　　16日　あかいし内科医院

　　　　　　01654③7177

　　23日　名寄三愛病院

　　　　　　01654③3911

　　24日　片平内科・脳神経外科

　　　　　　01654③3375

　　30日　名寄市立総合病院

　　　　　　01654③3101

　　　　　なよろ眼科

　　　　　　01654③0746

12月７日　名寄市立総合病院

　　　　　　01654③3101

子育て保健
ミニカレンダー
子育て保健
ミニカレンダー
子育て保健
ミニカレンダー

１１月
５日(水) のびのび親子教室

６日(木) ちびっこひろば②

12日(水) ちびっこひろば③

13日(木) もぐもぐ離乳食教室

14日(金) 親子ふれあいひろば

17日(月) 股関節脱臼検診

18日(火) ４カ月児健診

20日(木) ちびっこひろば④

21日(金) 赤ちゃん計測日

26日(水) ７カ月児健診・ＢＣＧ

27日(木) ３歳児健診

28日(金) 親子ふれあいひろば

※詳しくは母子保健カレンダーを

　ご覧ください。

HEALTHY
GUIDE
HEALTHY
GUIDE
HEALTHY
GUIDE

申し込み・問い合わせ

保健センター

名寄市西２条北５丁目

　01654②1486

がん患者サロン｢よりみち茶話会｣のご案内

　市立総合病院では､がんのことを気軽に語り合うサロンを開催します。がん

患者さん・そのご家族であればどなたでも参加できます｡

　■と　き　１１月２７日(木）１３：３０～

　■ところ　名寄市立総合病院　２階和室

　■内　容　｢治療中の皮膚、つめ、髪の毛のケア、どうしていますか？」

　■申し込み・問い合わせ

　　　　　　市立総合病院　地域医療連携室　０１６５４③３１０１（代）

インフルエンザ予防接種医療機関のご案内インフルエンザ予防接種医療機関のご案内インフルエンザ予防接種医療機関のご案内

　例年、初冬から春先にかけてインフルエンザの流行がみられます。

　インフルエンザ予防接種は、インフルエンザが発症する可能性を減らし、も

し発症しても重い症状になるのを防ぐ効果があると言われていますので、希望

される方は、流行する前に接種しましょう。

　なお、高齢者インフルエンザ予防接種の一部助成に

ついては広報なよろ10月号をご覧になるか、保健セン

ターまで問い合わせください。

　　…接種可能な年齢　　…接種できる曜日､時間

　　…予約

年

予

接

名寄市立総合病院(  01654③3101)

　年 生後６カ月以上

　予 小児科のみ必要

　　【予約先】※２日前16:00までに予約

　　　・ 8:30～17:00(　01654③3101)

　　　・13:30～17:00(　01654③0489)

　接 成人

　　　・通院中…各科で随時

　　　・接種のみ…総合外来

        月～金 → 8:30～11:30

　　 小児科(木 → 14:30～)　　　

風連国民健康保険診療所(　01655③2545)

　年 ２歳以上　　予 なし

　接 月～金

　　　→ 9:00～11:30、13:00～16:00

　　　※ただし午後から医師不在の日

　　　　があるため要確認

　　 日曜接種日(11月9日、12月7日）

　　　→ 9:00～11:30、13:00～15:30

名寄東病院(　01654③2188)

　年 １歳以上　　予 なし

　接 月～金 → 8:30～11:30

名寄三愛病院(　01654③3911)

　年 中学生以上　予 なし

　接 月・火・木・金　

　　　→ 9:00～11:30、13:00～16:30

　　 水 → 9:00～11:30

吉田病院(　01654③3381)

　年 １歳以上　　予 必要

　接 月～金 → 14:00～16:00

片平外科･脳神経外科(　01654③3375)

　年 小学生以上　予 小学生のみ必要

　接 月・火・木・金

　　　→ 8:30～11:30、13:00～16:30

　　 水・土 → 8:30～11:30

名寄中央整形外科(　01654③2006)

　年 高校生以上　予 なし

　接 月～金

　　　→ 8:30～11:30、13:00～16:00

　　 第２・４木・土 → 8:30～11:30

あかいし内科医院(　01654③7177)

　年 高校生以上　予 なし

　接 月・火・木・金

　　　→ 9:00～11:00、14:00～16:00

　　 水・土 → 9:00～11:00

たに内科クリニック(　01654③1223)

　年 中学生以上　予 必要

　接 月・火・木・金

　　　→ 8:00～12:00、13:00～15:30

　　　※診察で予約を行い接種を受け

　　　　る場合は予約不要

あべクリニック(　01654⑨7011)

　年 13歳以上

　予・接 直接問い合わせください

年

予

接

年

年

予

予

接

接

年 予

接

年 予

接

年 予

接

年

予 接

年

年 予

予

予

接

接

年

接
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HEALTHY GUIDE

「ちゅうりっぷ」
（名寄大谷認定こども園保育園内　01654⑧7711)

　１１月の行事　

　●親子遊びのひろば「落ち葉であそぼう！」

　・と　き　１１月６日(木) 9:00～10:30

　・ところ　名寄大谷認定こども園保育園２階

　・内　容　落ち葉で作品を作ります。

　●親子遊びのひろば「手洗いについて学ぼう」

　・と　き　１１月１１日(火) 9:00～10:30

　・ところ　名寄大谷認定こども園保育園２階

　・内　容　手洗いチェッカーで手洗い後の菌の状態を

　　　　　  調べることができます。

　●親子遊びのひろば「ロックの日」

　・と　き　１１月２６日(水) 9:00～10:30 

　・ところ　名寄大谷認定こども園保育園２階

　・内　容　ロッククライミングで遊びます。

　

「さくらんぼ」
（東保育所内　01654②5683）

　１１・１２月の行事　　

　●開催場所は次のとおりです

　・月・火・金曜日　市民文化センター

　・水曜日　東保育所(ぴよぴよランド)

　・木曜日　ほっと２１(児童センター)

　●家庭教育支援講座

　　「わいわい♪がやがや子育て談義」

　・と　き　１１月７日(金) 10:00～11:30

　・ところ　市民文化センター

　・内　容　親子でわらべ歌や絵本の読み聞かせを楽し 

            みましょう。

　・講　師　吉原　敦子氏(元市役所こども未来課長)

　※お子さんと一緒に参加します。(事前申込なし)

　●親子遊びの広場「身体測定 ３回目」

　・と　き　１１月１１日(火) 10:00～11:30

　・ところ　市民文化センター

　・内　容　身長・体重を測って手形を押します。

　※事前申込なし

　※ぴよぴよランドの方は１２日(水)に行います。

　●親子講座　講演「おっぱいの不思議とひみつ」　　

　　～おっぱいをあげた事のある人も、ない人も聞ける

　　　お話です～

　・と　き　１１月２５日(火) 10:15～11:30

　・ところ　市民文化センター

　・講　師　野口　智子氏

　　　　　　(助産師・国際母乳育児コンサルタント)

　※事前申込なし(お子さんと一緒に参加します)

　※ぜひ、妊婦さんもいらしてください。

　●親子講座

　　「わくわくミュージック　音楽で遊ぼう②」

　・と　き　１２月２日(火) 10:00～11:30

　・ところ　市民文化センター

　・内　容　親子でクリスマスの歌や曲をおおいに楽し

みましょう。

　※事前申込なし

「こぐま」
（風連さくら保育園内　01655③2378）

　１１月の行事

　●親子遊びの体験教室「食に関するお話｣〈講演会〉

　・と　き　１１月６日(木) 10:00～11:30

　・ところ　さくら保育園

　・内　容　食に関するお話を聞きます。

　●親子遊びの体験教室「粘土あそび」

　・と　き　１１月２０日(木) 10:00～11:30

　・ところ　さくら保育園

　・内　容　手形作りを行います。

　※事前申込なし

子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 主 な 行 事子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 主 な 行 事

 名寄市子育て支援センター合同
　●「親子お出かけバスツアー」もちつき

　・と　き　１２月１２日(金）

　・ところ　旧風連日進保育所

　・内　容　もちつきを行います（参加費無料）

　　　　　　詳しい内容はお問い合わせください。

　・申込方法　市内各子育て支援センターへ直接または

　　　　　　　電話で申し込みください。

　・申込締切　１１月２８日(金)

健康づくり体操教室のお知らせ

・と　き　１１月５日(水)、１３日(木)、２０日(木)、２７日(木)　９：３０～１１：１５ 

・ところ　総合福祉センター

・対　象　おおむね６０歳以上の方

・内　容　フォークダンス、民謡踊り、自きょう術

・申し込み　当日会場で受け付けます。（上靴を持参ください）

・問い合わせ　高齢介護課高齢福祉係(名寄庁舎２階)　０１６５４③２１１１(内線３２３１)

健康づくり体操教室のお知らせ
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申し込み・問い合わせ

　企画課男女共同参画担当(名寄庁舎３階）

　　０１６５４③２１１１(内線３３０５） FAX０１６５４②５６４４　　ny-mwkyodo@city.nayoro.lg.jp

名寄市男女共同参画セミナー

入 場

無 料

と　き　１１月３０日(日)

　　　　１３：００開場、１３：３０開演

ところ　駅前交流プラザ「よろーな」

内　容　１３：００～　講演会

　　　　１４：４０～　講師をオブザーバーとしたグループ討論

　　　　※グループ討論は予約制です。１１月２１日(金)までに申

し込みください。（先着１５人）

その他　託児所あり。１１月２１日(金)までに申し込みください。

主　催　名寄市・名寄市男女共同参画推進委員会

菅井 貴子講演会

　　　　　　　　 自分らしく空を見つめる

なくそう　子どもへの虐待・女性への暴力
　１１月は｢児童虐待防止月間｣、１１月１２日～

２５日は｢女性に対する暴力をなくす運動｣期間、

１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国際日」

です。

　子どもへの虐待、女性に対する暴力は、心身に

重大な影響を与える行為であり、著しく人権を侵

害する行為です。また、暴力は、その対象の性別

や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許され

るものではありません。

　この期間は集中的な広報・啓発活動期間になっ

ていますが、この期間中に限らず、日頃から暴力

をなくす意識を持ち、みんなが幸せに暮らせる社

会を目指しましょう。

 美 深 町

 びふか寄席

　・と　き　１２月６日(土)

　　　　　　１３：３０開場、１４：００開演

　・ところ　美深町文化会館ＣＯＭ１００文化ホール

　　　　　　（美深町西町２２番地）

　・内　容　落語：林家正蔵、柳家三語楼、柳亭左龍

　　　　　　漫才：ロケット団

　・チケット　前売券２,５００円

　　　　　　　当日券３,０００円

　・問い合わせ　美深町教育委員会

　　　　　　　　　０１６５６②１７４４

 西興部村

 村民文化祭

　・と　き　１１月１日(土)～３日(月)

　・ところ　西興部村公民館大ホール

　　　　　　（西興部村字西興部４９２)

　・問い合わせ　西興部村教育委員会

　　　　　　　　　０１５８(８７)２５０１

 木夢クリスマスフェスティバル

　・と　き　１２月６日(土)

　・ところ　森の美術館「木夢」

　　　　　　（西興部村字西興部２７６）

　・問い合わせ　森の美術館「木夢」

　　　　　　　　　０１５８(８７)２６００

定住自立圏の構成市町村のイベントを紹介します

講師プロフィール

横浜市出身。フリーキャスター。全国各地の放送局にて天気・

生活情報を担当。北海道では、ＮＨＫ札幌放送局を経て、現在

はＵＨＢの「Ｕ型ライブ」「スーパーニュース」に出演中

たか　　こ
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問い合わせ

　名寄市食のモデル地域実行協議会

　　０１６５５③２５１１(内線３０９)

ホワイトソースにも、もち粉を使った

トロ～リもっちりなドリア

モチモチドリア

　もち米はとぎ、30分ほど吸水させてからざる
にあげ、よく水気を切ってから分量の水を加え
て炊飯器で炊く。※１
　フライパンでバターを熱し、玉ネギのスライ
スをいためる。しんなりとなったら、それぞれ
半分に切ったエビとホタテ貝柱を加えていため
る。※２
　※２にもち粉をふり入れていため、そこに牛
乳を少しずつ加えてよくかき混ぜながらのばし､
コーンと小房に分けて下ゆでしたブロッコリー
を加え、塩、こしょうで味を調える。※３
　耐熱の器に等分した※１を入れ、※３をのせ
てシュレットチーズをかけ、オーブントースタ
ーで焦げ目がつくまで焼く。

　もち粉で作るホワイトソースはトロ～リなめ
らかな感覚で、下に入れたもち米とも好相性。
もち粉を加える時は１カ所ではなく、フライパ
ン一面にむらなくふり入れてからいため、牛乳
は一度に加えず、ようすを見ながら少しずつ加
えるのがなめらかに仕上げるポイントです。

※ナチュラルチーズを細かく
　切ったもの。おもにピザな
　どの料理に使われる。

【材料】

【作り方】

４人分 　　　　　　１人分 約510Kcal
＃13

レシピ制作：範國 有紀(料理研究家)

レシピ協力：古都 丞美(名寄市立大学　栄養学科助教)
ふるいち　つぐみ

　　

日
本
一

もち米……………… ２合
水…………………　280cc
バター………… 大さじ２
エビ………………… ８尾
ホタテ貝柱………… ８個
玉ネギ(スライス)
　……………… １／２個
コーン（缶詰）…… 80ｇ

ブロッコリー… １／３個
もち粉………… 大さじ４
牛乳………………  260㏄
塩、こしょう…… 各少々
シュレットチーズ※

　…………………… 40ｇ

　市内には、通年でもち米メニューを提供している店
が７店あります。前回に引き続き、新メニューにかか
わった２店の料理人にインタビューしました。

｢もっと！もち米プロジェクト｣｢もっと！もち米プロジェクト｣

お食事 風の寄り道(風連町西町)
石原祐一さん

なよろ菓子工房ブラジル(西１南６)
　平井秀明さん

なよろもっちり
(１００円)

釜雑煮 (８３０円)

　フランスの伝統菓子は地元素材で作られているのだ
から、名寄ならもち米だ！と考え、挑戦しました。
　もち粉を主原料とした焼き菓子はほかにはないと思
　　　　　　　います。もち粉のほかにはバター、生
　　　　　　　クリームなど北海道の乳製品のみで、
　　　　　　　ベーキングパウダー以外の添加物は使
　　　　　　　っていません。プレーン､アスパラ､カ
　　　　　　　ボチャなど野菜の自然な風味を生かし
　　　　　　　た６種類がそろう｢なよろもっちり｣。
　　　　　　　電子レンジで少し温めて食べるとさら
　　　　　　　に美味ですよ。

４

　人気の道の駅に併設したレストランで、そばやうど
ん、ラーメンそして煮込みジンギスカンにも名寄産の
｢はくちょうもち｣が入っています。
　｢釜雑煮｣は釜飯の器にあっさり目の味付けの澄んだ
スープと、もちがたっぷり入った熱々の一品。
　秋から冬にかけて特に人気が
高く、粘りやコシはもちろん、
滑らかでのど越しがよいもちの
特徴を生かしています。ぜひ一
度お召し上がりください。

◆ところ　北国博物館

◆対　象　市内の小学５～６年生

◆費　用　参加無料・昼食付き

◆定　員　25人(募集人数に達し次第終了）

◆申込期間　11月６日(木)～20日(木)

◆申し込み・問い合わせ　北国博物館  　・FAX 01654③2575(月曜休館)

名寄市を訪れる杉並区の児童（小学５～６年生）と一緒に冬の遊びを通して体験交流をします。

①スノーシューを履いて冬の森探検、

　アイスクリーム作り

②かまくら体験(中で昼食)、雪中遊び

③杉並区児童とインターネット交流

　※11月30日(日)参加可能者のみ

12/27(土)
8：30～
14：00

と きと き

杉並区の子どもたちと冬の体験で交流しよう杉並区の子どもたちと冬の体験で交流しよう

内　容
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９/２０（土）

第２回ふうれん街なかマルシェ

風連市街地各所で｢ウォークスタンプラリー｣や、地元の

生鮮野菜の販売｢青空市｣、｢子ども縁日｣などが行われ、

市民はイベントを楽しんでいました。

９/２１（日）
自動車学校一日学校開放

秋の交通安全運動（９月21日～30日）の一環で開催。青
空交通安全教室や自転車シュミレーター、飲食コーナー
などのイベントを通して交通安全の意識を高めました。

名寄岩生誕100年記念イベント

本市出身の元大相撲大関名寄岩の生誕100年にあたる９月27

日(土)に市内ホテルでは、元ＮＨＫアナウンサー杉山邦博

さんを招いて記念講演会。そして市内の映画館では、名寄

岩本人が出演の映画「名寄岩　涙の敢闘賞」が上映されま

した。また、９月12日から10月12日まで北国博物館にて企

画展を実施。市民らが名寄岩の生誕を祝いました。

※展示は11月13日(木)まで駅前交流プラザ「よろーな」で

　も行っています。ぜひお立ち寄りください。

９/２７（土）

銃剣道少年団がファイターズから表彰

銃剣道と短剣道でみごと全国優勝を果たした名寄ピヤ

シリ銃剣道スポーツ少年団の子どもたちが応援大使の

企画で札幌ドームにて稲葉選手から表彰されました。

９/２３（火）

2014名寄市応援大使記念植樹会

今年１年間ファイターズの稲葉篤紀選手と村田和哉選手が

本市の応援大使就任を記念し、市内の野球少年団の子ども

たちなどがバットの原料アオダモの苗を植樹しました。
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1162いいね突破！

（10月22日現在）
市ホームページ「フォトでおしらせ」、市公式ｆａｃｅｂｏｏｋ

でもまちの話題をお知らせしています。ぜひご覧ください。

市ホームページ「フォトでおしらせ」、市公式ｆａｃｅｂｏｏｋ

でもまちの話題をお知らせしています。ぜひご覧ください。

１０/１０（金）

風連町体育協会設立50周年記念式典

同協会設立50周年記念を記念してふうれん地域交流センタ

ーで開催｡設立50周年表彰として前会長の西村璋さんほか２

人、またスポーツ功労賞などの表彰も行われました。

１０/１３（月）
2014スポーツフェスティバル

市内の体育施設無料開放やチームチャレンジｉｎＮＡＹＯ

ＲＯなど各団体による教室や大会などが行われ、スポーツ

を楽しむ１日となりました。

１０/１３（月）
第46回名寄市スポーツ愛好者の集い

一般財団法人名寄市体育協会が主催で加盟する団体が
出席。各スポーツで活躍した７個人・２団体へ吉田会
長からそれぞれ表彰状と記念品が手渡されました。

１０/１４（火）
まちづくり懇談会がスタート

市町内会連合会主催の同懇談会。この日は名寄小学校

区域を対象に市役所名寄庁舎で開催。市民から市政へ

の質問や意見・要望が出され意見交換が行われました｡

　

１０/２（木）
下多寄小学校で稲刈り

児童10人とその保護者は、６月にはくちょうもちの苗
植えをした同校の学校田で稲刈りを実施。稲刈り後は
「足踏み式脱穀機」を使用して脱穀体験をしました。

１０/８（水）
皆既月食観望会

市立天文台に170人を越える人々が来館。 来館者は、
屋上のに集まり、月が欠けていくようすを観察し、自
前のカメラなどで撮影するなどしていました。
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と　き  １１月１１日（火）

        10:30～16:00

ところ　名寄商工会議所

完全予約制　0166（72）5004

年金事務相談窓口

夜間納税窓口
と　き  １１月２５日（火）

        17:30～19:30

ところ　名寄庁舎２階

　　　　税務課納税係

○ゆずります

　●エレクトーン

　●灯油タンク(90リットル)

　●学習机・イス

　●もちつき機(１升)

　●グランドピアノ

　●クリスマスツリー

　　(150センチ・装飾品なし)

○ゆずってください

　●ロックミシン

　●掛け布団・敷き布団

　　(ダブル・羽毛)

　●二重毛布(ダブル)

　●自転車

　　(前後チャイルドシート付き)

　●自転車

　　(婦人用)

暮らしのリサイクル
（10：00～16：00）

不用になった家庭用品などを紹介

します｡お気軽にお電話ください｡

なお、受け渡しは原則として無償

で行います。

　　名寄消費者協会　

　　01654③5630

市長室開放事業
を開催します

　・　 企画課秘書係

　　　 ３階（内線３３０４）

▼対　象　市民または市民が組織

　する団体やサークルなど

▼開催日時　土日祝を除いた

　１１月４日(火)～２８日(金)

　９：00～17：30の20～30分

　※市長の公務を優先します

▼懇談場所　市役所名寄庁舎・風

　連庁舎の市長室など

▼懇談内容　地域活動やまちづく 

　りの話､市政への要望・疑問など

※個人的な要望・相談・苦情・宗

　教に関する意見、書面による要

　望の提出、または懇談にふさわ

　しくないと判断される場合、お

　断りさせていただきます。

問

新しい民生委員児童委員

を紹介します

問申

名

税
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考
え
る
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市
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組
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目
的
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と
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を
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②
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９
２
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問

18歳以上27歳未満

 ※採用予定月の１日現在

年間を通じ受け付け

　※受付日により試験日が異なる

①自衛官候補生(男子)

11月３日(月)､４日(火)

　　16日(日)､17日(月)

 ※試験会場は旭川駐屯地
 ※採用予定数に達した場合は試験なし

②高等工科学校生徒(一般)

15歳以上17歳未満の男子

 ※平成27年４月１日現在

平成27年１月９日(金)まで

平成27年１月24日(土)

 ※試験会場は名寄駐屯地

申し込み ・ 問い合わせ　消費生活センター　　　０１６５４②３５７５

消費生活セミナーのご案内消費生活センター通信

これだけは知っておきたい食品表示
～安心・安全な表示の見方と選び方～

11月15日(土)

　あなたは、食品を購入するとき、何を重視して選んでいますか？見た

目ですか？値段ですか？それとも産地やブランド名でしょうか。

　毎日、安心して食事をするためには、正しい知識をもって安全な商品

を選ぶことが大切です。この機会に食品表示の見方や

選び方を知り、賢い消費者を目指しましょう。

■と　き

　　　　　１３：３０～１５：００

■ところ　駅前交流プラザ「よろーな」１階大会議室

■講　師　消費生活コンサルタント　森田　満樹氏

　　　　　一般社団法人 フード コミュニケーション コンパス事務局

■参加費　無料（直接会場までお越しください）

※託児あり。１１月１３日(木)までに申し込みください。

種　目

応募資格

受付期間

試験日

ま　き
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問 問い合わせ申し込み申 風 風連庁舎（　01655③2511）名 名寄庁舎（　01654③2111）

吉川印刷株式会社
〒096-0011 名寄市西１条南６丁目７番地

　TEL01654-2-3097 / FAX01654-3-5617

信頼と技術でお客様へ満足をお届けするために

平成27年年賀はがき
喪中はがき
平成27年年賀はがき
喪中はがき

格安にて印刷承ります。格安にて印刷承ります。
例：30枚 1色刷り 1,140円
　　　　 カラー　2,200円
例：30枚 1色刷り 1,140円
　　　　 カラー　2,200円

電
気
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
限

は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か　
　

　

貸
し
ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
る
電
気
メ
ー
タ
ー

は
計
量
法
で
定
め
る
検
定
の
有
効

期
限
内
の
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

使
用
で
き
る
期
限
は
、
メ
ー
タ

ー
に｢

検
定
ラ
ベ
ル｣

や｢

検
定
表｣

が
貼
ら
れ
て
い
る
の
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

日
本
電
気
検
定
所
北
海
道
支
社

　
　
　

０
１
１(

６
６
８)

２
４
３
７

道
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

▼
書
類
配
布
期
間　

11
月
７
日
(金)

ま
で
（
日
・
祝
除
く
）

▼
募
集
受
付
期
間　

11
月
５
日
(水)

～
７
日
(金)

▼
申
込
方
法　

収
入
の
わ
か
る
も

の(

源
泉
徴
収
票
な
ど)

と
、
印
鑑

を
持
参
し
、
申
込
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
仮
審
査
の
う
え
、
入

居
適
格
者
に
は
申
込
書
を
お
渡
し

し
ま
す
。
必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
障
害

　

者
手
帳
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。

▼
入
居
時
期  

12
月
中
旬
に
入
居

▼
入
居
者
の
決
定　

書
類
審
査
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
申

し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

▼
家　

賃  

入
居
者
の
収
入
に
応

じ
た
家
賃
と
な
り
ま
す
。

【
入
居
抽
選
会
と
仮
当
選
者
の
書

類
説
明
会
】

▼
と　

き  

11
月
13
日
(木)　

14
時

▼
と
こ
ろ  
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ「
よ

ろ
ー
な
」（
東
１
南
７
）

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
抽
選

▼
募
集
住
宅

　

・

　
　

Ｏ
＆
Ｒ
名
寄
建
物
コ
ン
ソ
ー

  　

シ
ア
ム
（
西
４
南
９
大
野
ビ

　
　

ル
１
階
）

　
　
　

０
１
６
５
４
③
３
７
１
１

※記載された家賃は、収入によって高くなることがあります。
※募集期間までに空き家が出た場合は、募集住宅に追加する場合があります。受け付けの際に確認
してください。

※家賃のほかに共益費(共用部分の電気代、除雪費など)､ボイラー､ガス警報機のリース料などが別
途かかります。

サンピラー名寄Ｂ棟 243号 西２南11

住　所

3LDK １戸74.6㎡

規　格 家　賃

24,000
　～35,700円 H９

建築

世帯向け

マーガレットヴィラ
　　　　　　　Ａ棟 322号 西２南11 2LDK １戸59.3㎡

19,100
　～28,500円 H11 世帯向け

備　考

４階

２階

ノースタウン名寄
　　　　アカマツ棟 512号 東１北６ 2LDK １戸62.2㎡

17,100
　～25,500円 H４ 世帯向け１階

階数団　地　名

広 告

問

申

▼
職
種
・
募
集
人
数

①
臨
床
検
査
技
師　

１
人

②
臨
床
工
学
技
士　

１
人

③
医
療
事
務　
　
　

１
人

▼
受
験
資
格

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
臨
床
検
査
技
師

　

免
許
を
有
す
る
方
、
お
よ
び
文

　

部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校

　

ま
た
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

　

し
た
臨
床
検
査
技
師
養
成
所
に

　

お
い
て
正
規
の
課
程
を
修
了
し
、

　

平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込
み
で

　

免
許
取
得
見
込
み
の
方

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
臨
床
工
学
技
士

　

免
許
を
有
す
る
方
、
お
よ
び
文

　

部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校

　

ま
た
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

　

し
た
臨
床
工
学
技
士
養
成
所
に

　

お
い
て
正
規
の
課
程
を
修
了
し
、

　

平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込
み
で

　

免
許
取
得
見
込
み
の
方

③
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
診
療
情
報
管
理

　

士
の
資
格
を
有
す
る
方
、
お
よ

　

び
診
療
報
酬
請
求
事
務
能
力
認

　

定
試
験
相
当
に
合
格
し
た
資
格

　

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
医
療
事

　

務
学
校
に
お
い
て
正
規
の
課
程

　

を
修
了
し
、
平
成
27
年
３
月
卒

　

業
見
込
み
で
資
格
取
得
予
定
の

　

方

▼
試
験
内
容

【
第
一
次
試
験
】

　

書
類
選
考
（
第
一
次
試
験
合
格

者
は
、
本
人
に
通
知
）

【
第
二
次
試
験
】

　

論
文
試
験
と
面
接
試
験

▽
と　

き　

12
月
14
日
(日)　

９
時

▽
と
こ
ろ　

市
立
総
合
病
院
２
階

講
義
室

▼
応
募
方
法　

11
月
25
日
(火)
ま
で

に
、
受
験
申
込
書
に
所
定
の
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
受
験
申
込
書
は
申
込
先
へ
請

求
ま
た
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。)

　

・

　
　

市
立
総
合
病
院
総
務
課
総
務
係

　
　
　

０
１
６
５
４
③
３
１
０
１

　
　

（
内
線
２
２
１
９
）

問

問 申

平
成
27
年
度
採
用
名
寄
市
職
員
を
募
集
（
市
立
総
合
病
院
）
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｢

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保

険
料)

控
除
証
明
書｣

が
送
付

さ
れ
ま
す

　

年
内
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料(

家
族
分
も
含
む)

は
、
所
得

税
・
住
民
税
の
申
告
で
全
額
「
社

会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納

付
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必

要
に
な
る
た
め
、
次
の
日
程
で
社

会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控

除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
に
使
用
す
る
た
め
、
控
除
証
明

書(

ま
た
は
領
収
証
書)

を
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
日
程

①
11
月
上
旬
送
付

　

１
月
１
日
～
９
月
30
日
に
保
険

　

料
を
納
付
さ
れ
た
方

②
平
成
27
年
２
月
上
旬
送
付

　

10
月
１
日
～
12
月
31
日
に
保
険

　

料
を
今
年
初
め
て
納
付
さ
れ
た

　

方

　
　

日
本
年
金
機
構

　
　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

０
５
７
０(

０
５
８)

５
５
５

　

※

11
月
４
日
(火)
～
平
成
27
年
３

　
　

月
16
日
(月)

　

※

固
定
電
話
か
ら
は
市
内
通
話

　
　

料
金
で
利
用
で
き
ま
す

問

市
道
冬
期
間
通
行
止
め

　

降
雪
の
季
節
を
迎
え
、
次
の
市

道
は
冬
期
間
通
行
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
な
お
、
積
雪
が
な
く
て

も
指
定
の
期
間
は
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
通
行
止
め
す
る
市
道
】

▼
風
連
池
の
上
線

▽
区　

間　

全
線

▽
期　

間　

11
月
７
日
(金)
～
平
成

　

27
年
４
月
24
日
(金)

▼
日
進
智
東
線

▽
区　

間　

智
恵
文
（
旧
Ｊ
Ｒ
智

　

東
駅)

～
日
進(

智
東
橋)

▽
期　

間　

11
月
14
日
(金)
～
平
成

　

27
年
４
月
24
日
(金)

　
　

都
市
整
備
課
管
理
係　
　

　
　

２
階
（
内
線
２
１
０
）

問風

年
末
調
整
事
務
の
お
知
ら
せ

【
年
末
調
整
説
明
会
】

　

正
し
い｢

年
末
調
整｣

を
行
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
該
当
す
る
事
業
所
の
担

当
の
方
や
個
人
事
業
主
（
青
色
、

白
色
申
告
）
の
方
は
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

▼
風
連
地
区

▽
と　

き　

11
月
19
日
(水)　

10
時

 

（
受
付 

９
時
30
分
～
）

▽
と
こ
ろ　

ふ
う
れ
ん
地
域
交
流

　

セ
ン
タ
ー
（
風
連
町
本
町)

▼
名
寄
地
区

▽
と　

き　

11
月
19
日
(水)　

14
時

 

（
受
付 

13
時
30
分
～
）

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

 

（
大
通
北
１
）

【
年
末
調
整
関
係
書
類
】

　

税
務
署
か
ら
当
日
ま
で
に
各
事

業
所
、
事
業
主
の
方
へ
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
説
明
会
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

必
要
な
各
種
用
紙
が
不
足
す
る

場
合
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
で
き

ま
す
が
、
説
明
会
以
降
は
次
の
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
給
与
支
払
報
告
書

　

市
役
所(

名
寄
・
風
連
庁
舎)

で

配
布

▼
支
払
調
書　

　

税
務
署
で
配
布(

コ
ピ
ー
可)

▼
そ
の
他
の
様
式

　

税
務
署
で
配
布

※｢

所
得
税
の
源
泉
徴
収
簿｣

｢

扶

養
控
除
等(

異
動)

申
告
書｣

｢

保

険
料
控
除
申
告
書
兼
配
偶
者
特

別
控
除
申
告
書｣

は
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

【
各
種
用
紙
の
提
出
先
】

　

提
出
用
紙
は
、
次
の
と
お
り
提

出
先
が
異
な
り
ま
す
。

▼
給
与
支
払
報
告
書
・
総
括
表

　

市
役
所(

名
寄
・
風
連
庁
舎)

▼
合
計
表
、支
払
調
書(

不
動
産
・

　

報
酬
等)

、源
泉
徴
収
票
な
ど

　

税
務
署

※

支
払
調
書
は
、
金
額
の
多
少
に

　

関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
支
払
い
に

　

関
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
平
成
27
年
度
償
却
資
産
の
申
告
】

　

償
却
資
産
の
申
告
に
か
か
る
書

類
は
12
月
上
旬
に
各
事
業
所
、
事

業
主
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
民
連
盟
に
加
盟
し

て
い
る
方
は
、
農
民
連
盟
が
配
布

し
ま
す
。

年
末
調
整
に
つ
い
て

　
　

税
務
課
市
民
税
係

　
　

２
階
（
内
線
３
２
０
１
～

　
　
　
　
　

３
２
０
３
）

　
　

地
域
住
民
課
総
務
税
務
係

　
　

１
階
（
内
線
１
２
５
）

償
却
資
産
に
つ
い
て

　
　

税
務
課
資
産
税
係

　
　

２
階
（
内
線
３
２
０
４
・

　
　
　
　
　

３
２
０
５
・
３
２
０
９

風 名 問名 問

法
人
市
民
税

法
人
税
割
の
税
率
変
更

　

税
制
改
正
に
よ
る
地
方
法
人
税

の
創
設
に
対
応
し
て
次
の
と
お
り

税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
事
業
年
度　

平
成
26
年
10
月
1

　

日
か
ら
の
年
度

▼
税
種
別　

法
人
市
民
税
法
人
割

▼
税　

率

▽
変
更
前　

14
・
7
パ
ー
セ
ン
ト

▽
変
更
後　

12
・
1
パ
ー
セ
ン
ト

※
均
等
割
は
従
来
ど
お
り

　
　

税
務
課
市
民
税
係

　
　

２
階
（
内
線
３
２
０
１
～

　
　
　
　
　

３
２
０
３
）　
　

名 問

名
寄
市
移
住
促
進
協
議
会
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

名
寄
市
移
住
促
進
協
議
会
は
、

民
間
団
体
と
市
が
連
携･

協
力
し
、

市
へ
の
移
住
促
進
と
地
域
振
興
を

図
る
た
め
に
平
成
24
年
４
月
に
設

立
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
空
き
住
宅
情
報

を
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
、
移
住
者
の
課
題
で
あ
る
住
居

に
つ
い
て
広
く
情
報
提
供
す
る
ほ

か
、
名
寄
で
の
暮
ら
し
を
１
週
間

か
ら
１
カ
月
お
試
し
で
体
験
で
き

る
「
お
試
し
移
住
住
宅｣(

風
連
地

区
に
２
棟
整
備)

事
業
や
、首
都
圏

で
開
催
の｢
移
住
フ
ェ
ア｣

な
ど
で

移
住
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
の
良
さ
を
最
大

限
売
り
込
み
、
オ
ー
ル
名
寄
と
し

て
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
参

画
で
き
る
企
業
や
移
住
希
望
者
が

利
用
で
き
る
空
き
住
宅
を
お
持
ち

の
個
人
な
ど
の
加
入
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
加
入
に
あ

た
り
年
間
５
０
０
０

円
を
負
担
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

　

・

　
　

名
寄
市
移
住
促
進
協
議
会　

　
　

事
務
局(

営
業
戦
略
課
内)

　
　

３
階
（
内
線
３
３
４
４
）

名

問

申
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問 問い合わせ申し込み申 風 風連庁舎（　01655③2511）名 名寄庁舎（　01654③2111）

ところ　駅前交流プラザ[よろーな｣２階
　　　　名寄市消費生活センター
①消費生活相談　９:15～16:00
　と　き　月～金曜日
②市民相談　９:15～16:00
　と　き　月～金曜日
③無料法律相談　11:00～
　と　き　　11月９日（日）
　　　　　　12月７日（日）
　※事前予約が必要です
④行政相談　13:00～16:00
　と　き　　11月13日（木）
　　　　　　12月11日（木）　
⑤結婚相談
　と　き　第１金曜日 17:30～19:00
　　　　　その他の金曜日 13:00～15:00
　①　　　　01654②3575
　②～⑤  　01654③2111（内線3616）

■労働相談　８:45～17:30
　と　き　月～金曜日
　ところ　名寄庁舎３階
　　　　　営業戦略課労働相談所
　　　　　　01654③2111
■人権相談　８:30～16:30
　と　き　月～金曜日
　ところ　旭川地方法務局名寄支局
　　　　　　01654②2349
■心配ごと相談（24時間）
　と　き　月～金曜日
　ところ　総合福祉センター
　　　　　　01654②3968
■教育相談ハートダイヤル
　９:00～17:00
　と　き　月～金曜日
　ところ　児童センター
　　　　　　01654③1000

ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）

▼
名
寄
市
の
た
め
に

　

○
竹
内　

和
夫

ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）

名
寄
市
土
地
開
発
公
社

解
散
の
お
知
ら
せ

　

９
月
１
日
開
催
の
市
議
会
で
名

寄
市
土
地
開
発
公
社
解
散
の
議
決

を
得
て
、
９
月
16
日
に
北
海
道
知

事
か
ら
認
可
さ
れ
公
社
を
解
散
し

ま
し
た
。

　

長
い
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
支

え
て
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
債
権
者
に
債
権
の

公
告
を
催
告
す
る
た
め
に
、
10
月

６
日
付
官
報
に
次
の
と
お
り
公
告

し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

財
政
課
管
財
係

　
　

３
階
（
内
線
３
３
３
６
）

名 問
解
散
公
告
（
第
１
回
）

　

当
公
社
は
、
平
成
26
年
９
月
16

日
北
海
道
知
事
の
認
可
に
よ
り
解

散
し
た
の
で
、
当
公
社
に
債
権
を

有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
２
カ
月
以
内
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
無
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥

し
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
６
日

　

名
寄
市
大
通
南
１
丁
目
１
番
地

　

名
寄
市
土
地
開
発
公
社

　
　

代
表
清
算
人　

佐
々
木
雅
之

　

雪
や
寒
さ
を
活
か
し
、
冬
の
生

活
を
よ
り
暮
ら
し
や
す
く
、
楽
し

い
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

利
雪
親
雪
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
む
団
体
に
対
し
、
事
業
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

11
月
28
日
(金)
ま
で

※

随
時
追
加
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

①
北
国
の
冬
に
ふ
さ
わ
し
い
、
暖

　

か
く
、
楽
し
い
装
い
の
開
発
研

　

究
に
関
わ
る
事
業

②
冬
の
環
境
を
活
か
し
、
豊
か
な

　

地
場
産
物
を
利
用
し
た
北
国
の

　

食
文
化
づ
く
り
に
関
わ
る
事
業

③
冬
の
生
活
が
快
適
に
な
る
住
ま

　

い
づ
く
り
に
関
わ
る
事
業

④
冬
の
生
活
を
い
き
い
き
と
過
ご

　

す
た
め
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

の
推
進
に
関
わ
る
事
業

⑤
冬
の
生
活
が
楽
し
い
も
の
と
な

　

る
よ
う
ア
ウ
ト
ド
ア
行
事
を
は

　

じ
め
、
冬
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　

ン
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
催
事
に

　

関
す
る
事
業

⑥
冬
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
芸

　

術
文
化
活
動
に
関
わ
る
事
業

▼
助
成
の
条
件

①
事
業
完
了
後
、
成
果
品
、
実
績

　

報
告
書
と
収
支
計
算
書
を
提
出

　

す
る
こ
と

②
市
か
ら
、
ほ
か
の
補
助
金
対
象

　

事
業
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

▼
助
成
額

　

事
業
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
、上
限
を
10
万
円
と
し
ま
す
。

(

応
募
多
数
の
場
合
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
し
ま
す)

※

要
綱
・
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
ま
ち
づ
く
り

→
利
雪
親
雪

　

・

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　

３
階
（
内
線
３
３
０
９
）

　
名

問

申

利
雪
親
雪
の
取
り
組
み
に
助
成
制
度
の
活
用
を

裁
判
員
制
度 

～
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
～

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
無
作
為

抽
出
し
た
名
簿
を
も
と
に
、
地
方

裁
判
所
で
作
成
し
た
「
裁
判
員
候

補
者
名
簿｣

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

へ
、11
月
中
旬
に｢

名
簿
記
載
通
知｣

を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
平
成
27
年
２
月
頃

か
ら
平
成
28
年
２
月
頃
ま
で
の
間

に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
事
前
に
伝
え
、
あ
ら
か

じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お

越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

通
知
と
併
せ
て
、
候
補
者
の
事

情
を
把
握
し
、
明
ら
か
に
辞
退
が

認
め
ら
れ
る
場
合
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
調
査
票
を
送
付
し
ま

す
。
調
査
項
目
に
当
て
は
ま
ら
な

い
場
合
は
返
送
し
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

調
査
票
で
辞
退
し
な
か
っ
た
場

　

合
で
も
実
際
に
候
補
者
に
選
ば

　

れ
た
場
合
、
質
問
票
を
送
付
し

　

ま
す
の
で
、
そ
の
際
ま
た
は
、

　

裁
判
の
当
日(

選
任
手
続
き
時)

　

に
辞
退
を
申
し
出
る
こ
と
も
可

　

能
で
す
。

　
　

旭
川
地
方
裁
判
所

　
　

旭
川
家
庭
裁
判
所 

　
　
　

０
１
６
６(

51)

６
２
５
１

問
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広
報
誌
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

名寄市役所名寄庁舎　〒096-8686 北海道名寄市大通南１丁目１番地　 　 FAX 01654②5644 01654③2111

 01655③2511名寄市役所風連庁舎　〒098-0507 北海道名寄市風連町西町196番地１　 FAX 01655③2510

■発行／名寄市　■編集／総務部企画課広報推進係　■印刷／吉川印刷株式会社
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27 28 29

30

文 …市民文化センター　ス …スポーツセンター  北 …北国博物館　児 …児童センター よ …駅前交流プラザ｢よろーな｣ 天 …天文台

健 …なよろ健康の森ふ …ふうれん地域交流センター

　小学生 １６時　

　中学生 １８時

　高校生 ２１時

児童生徒補導協議会(小中高等学校)

児童生徒の帰宅時刻

※小学生の帰宅時間

　が変わります。

・運転免許更新時講習会
　初回14:00
　一般17:30

・運転免許更新時講習会
　優良13:00
　一般14:00

・運転免許更新時講習会
　優良18:00
　違反19:00

・みずならショップ
　(産業高校名農キャンパス)
　16:00～17:00

・教育相談センター
　夜間相談日
　17:45～20:45

・教育相談センター
　夜間相談日
　17:45～20:45

児

児

児

よ

福

・2014地産地消フェア
　inなよろ
　10:00～12:30

・まちづくり懇談会
　(風連日進コミュニ
　ティセンター）
　18:30

・まちづくり懇談会
　18:30

・まちづくり懇談会
　18:30

・まちづくり懇談会
　18:30

・まちづくり懇談会
　18:30

・まちづくり懇談会
　(瑞生コミュニティ
　センター)
　18:30

・秋の星雲・星団
　観望会(16日まで)
　17:30～20:00

・無料調停相談会
　10:00～16:00

・まちづくり懇談会
　(東風連子供と老人
　福祉館)
　18:30

・バーモンドカップ
　全日本少年フットサル
　大会道北ブロック ・西保育所発表会

・中名寄小､智恵文小
　学芸会

・本の読み聞かせ
　13:30

・智恵文中学校祭

・北部北海道高校生
　バトミントン大会

児
・第22回児童将棋大会
　10:30

児
・本の読み聞かせ
　13:30

児
・本の読み聞かせ
　13:30

児
・本の読み聞かせ
　13:30

児
・料理教室
　10:00

児
・本の読み聞かせ､工作
　13:30

文化の日

振替休日勤労感謝の日

ス

ス

・第1回きたほるカップ
　ソフトバレーボール
　大会 ス

・文化賞授賞式
　(グランドホテル藤花)
　11:00

・名寄市子ども会
　スポーツ大会
　｢フットサル競技｣ ス

・全道ユース(U-15)
　フットサル大会
　道北ブロック ス

ふ

文天

・男女共同参画セミナー
　13:30 よ

文

・家庭教育支援講座
　10:00～11:30 文

文

文

文

文

・夜間納税窓口
　17:30～19:30
　名寄庁舎２階税務課
　

・｢広報なよろ｣12月号
　配布予定日

市からのお知らせ、イベント情報などを紹介して

います。

【放送】毎週月～金曜日

　　 8:10～　　12:30～　　17:10～

※災害時には防災・緊急情報をお知らせします

●人口 29,244人(-52) ●世帯数 14,469世帯(-19）

●男   14,230人(-19) ●女 　　15,014人(-33）

●外国人登録者 144人(-2）※（　）は前月末比

詳しくは

お問い合わせください

要予約

風連陶芸センター陶芸教室

■と　き １１/１３(木)、２７(木)

　①9:00～12:00 ②13:00～16:00 ③18:00～21:00

■費　用　粘土代１kg２００円　■持ち物　エプロンなど

■申し込み・問い合わせ　

　　風連陶芸センター　　01655③2743

2 3

ひとのうごき　平成2６年９月末日現在 

1

Ａｉｒてっし　で市からのお知らせ放送中 

ファイターズ野球教室

　市営球場で市内の野球少年団と下川野球少年団計88人の

子どもたちが集まり開催されました。講師は元北海道日本

ハムファイターズの選手で現在は同球団アカデミーの講師

を務める立石尚行さんと高口隆行さん。ベースの踏み方や

ボールの持ち方、キャッチボール、打撃などを指導し、子

どもたちは野球の技術を磨きました。　(９月２３日撮影)

展 

示

芸
能
発
表

第
57
回

市
民
文
化
祭

11月１日(土)～３日(月) 
９:00～22:00
市民文化センター

11月３日(月)
９:30～16:30
市民会館

■展 示
　２日13:00～16:00
　３日９:00～15:30
■芸能発表
　３日10:00～15:00

■展 示
　２日13:00～16:00
　３日９:00～15:30
■芸能発表
　３日10:00～15:00

風連
文化祭

11月２日(日)～３日(月)

ふうれん地域交流センター

11月２日(日)～３日(月)

ふうれん地域交流センター
図
書
館
ま
つ
り

図
書
館
ま
つ
り

【名寄本館】9:30～16:00
【風連分館】9:30～12:00
・雑誌リサイクル
・フィルムコートサービス
　　　　　　　　　…など

11
月
３
日
(日)

11
月
３
日
(日)
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